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発刊 に寄せて o脚 mgc。mmmt

「島原の舌L」の舞台となった原城は,島原半島南部の南有馬町にある。城は,海岸に突き出た標高

31m, 周囲約 4kmの丘に築かれており,東は有明海,西と北は一部を除いて泥ゴ;という天然の要塞で

あった。

我が国を鎖国へと追い込んだ「島原の乱」。我が国唯一のキリスト教徒が絡む宗教戦争であり, し

かも,国の進路を三百年間の閉じ龍もり政策へと転換させた「島原の舌L」が歴史上に占める意義は大

きい。

原城跡では,平成 4年から発掘調査が行われているが,有馬氏が27万石を擁し,原爆被爆で有名な

天主堂が在る長崎市浦上の地をイエズス会に寄進するなど,全盛を誇った時代を紡錦とさせる遺跡や

遺物と共に大量のキリシタン関係遺物が出土し, 貴重な研究資料となっている。

近年の発掘では,島原の森岳城に持ち去られたとされていた石垣が姿を現し,多層の櫓の建立を推

し量るに充分な張り出しを備えた,堂々たる城郭の概要までもが明らかになった。数百年の眠りから

覚めた原城の石垣は,森岳城の石垣とは石質も異なり, 通説に疑問を投げかける。

全国的にも希有の規模と言われる粉形虎口や壮大な城門の跡,更には,対象を特定する事は難しい

が,何ものかに敬意を払い, キリシタンの想いや怨念を封じ込める意志が強く感じられる独特の破城

の方法など,興味深い発見が相次いでいる。

幕府にとっては, 島原の乱そのものを歴史上から抹殺したかったに相違なく,乱後とられた政策も

また徹底を極めたと推察される。従って残存する資料自体が乏しく,その殆どが町外に散逸している

状況の中で,出土する遺跡や遺物を検証するには相当の苦労が伴うが,「原城跡整備指導委員会」の

先生方の温かい御指導と的確な御助言に支えられて原城跡の発掘が順調に推移していることば慶賀の

至りである。この場をお借りして,諸先生方へ深甚なる感謝の意を表し, 心からなる御礼を申し上げ

たい。

今日も現場では黙々と発掘作業が続けられているが,原城跡が遺跡や遺物から学術的に究明され,

史実の全容が明らかにされるのは何時の日であろうか, 日々の成果に一喜一憂し,凄惨な状況に胸を

打たれ,壮大なロマンに夢を膨らませる。

巷間伝えられている「過酷な税金で苦しめられ,最後には原城に立て寵もった全員が虐殺された」

という原城の印象では子供達に郷土愛を育む事も難しいが, 日暮城と呼ばれ親しまれていた優雅な原

城 ,領内には, 国文学や内外の古典,神学 ,油絵 ,音楽などをラテン語で授業するコレジヨやセミナ

リヨを建て,我が国最先端の教育を行っていた頃の原城など,子供達が誇りに思い愛着を覚える時代

の原城が姿を現し始めた。

同時に,時を経て一旦は廃城の憂き目に遭うものの,再び殉教の・舞台として歴史に蘇る「島原の乱」

当時の原城もまた, 当時の様相を現しつつある。

この度,「原城跡」に続いて,平成10年迄の成果を纏めた「原城跡 D」が発刊される運びとなった。

本書は,学術書としては元より歴史ドキュメントとしても御一読に値すると確信する。多くの皆様方

にお読み戴く事を祈念して発刊の言葉としたい。

平成16年 4月 5日

南有馬町教育委員会 教育長 菅 弘賢



HaraCastle 例 言 p醇転

ln 1637 (Kanei i4) Hara Castle became themainbattle 五eldofanuprisingknownastheShimabaraRebel-

]ion. The castle is located in Minami Arim 律Cho,MinamiTaka 紅‐gun,Nagasaki PreFecture.ln l938(Sh6wa13)

ー【Wasdeclared a NationaI HistoricaI Site,HaraCastleWasfoundedin1496(Mei65)asabranch eastle ofHinoe

Castle, lt is thought to have beenbuiltbyLordTakazumiArima,butthedetailsofits constrnctlon areunknown,

After the transfer of Naozulm,Lord Hzmunobu Arim ぽs son,to Usuki ‐gun in Hyuganokuni(modern ‐day No ‐

beoka City in Miyazaki Prefecture)in1614(Keich619),Q1ecastlefelltoru1ns.

Hara Castle Was built on a hil1 31 meters high on a eli廿 ju口ingintothesea,ltssurroundings, compnslng

about 4 kilometers,included the maln enclosure,second and third enclosures,Amakusaenclosure, Hatoyama

Promontory,andNinomaru Promontory.ln 【he eastwas theAri 欲(e sea,While to the west andnorth except fer a

small pa鶏 the land made anaturalfortress.The ma1n enclosure Was surroundedby awa]l and me maln gate Was

built in the masugata style,。n the east sideofthe third enclosureis the 0te Gate,ln thehillya rea where shog 止

nate troops made their eamP facing HaraCastle,l he topographyis theughtto be aboutthe same noWas ・t was ln

those days. Arehaeological investigations have been InprogresssInce l992(Heisei4).Manyrelieshavebeenun-

earthed from the area in [he center ofthe maIn enclosure.Partieularly,along With humanbones,Christian allI-

facts associated With the Shimabara Rebellion have been excavated,includingcrosses,medals,rosmybeads, and

rooftiles crested Witb a “"ower cros ず . MostoftheexcavatedceramIcsarefromthelate161h ‐early17thcentur.es,

Ceram ーcs Which come from a vast area includingChina,Korea,SoutheastAsia,and1apanhavebeen found, The

負nding of many roof tiles alld foundation stones suggests the ex1stence oftiled‐roofbuildings.Bullets,cannon-

balls, pieces of matchlocks, eo・ns and ink stoneshavebeenrecovered.Themins ofthe mam gate,the stone Wall

bases ofthewatchtowers,andthekoguchigatewayeorrespondingtothemamentraneeofthecastle, all of which

were completely demolished and buhed by shogunate soldiers afterthe rebellion,have aーso beenfound. Vvithin

the gateway the road amd the castle Wall make many turns providing for the defense oftbe enormous koguehi

area,lthasbeenproven thatthedesign ofthe stone wall was strongly inauencedbytheSbokuh6 style ofeastle

building at the beginning ofthe Keich6era.A1so,s ・ncegreups ofpitbuildings occupiedbythebesiegingrebels

have been uI1eovered, one p鋤rt of the actual facts ofthe siege has been made clear.Thdough recent excavations,

material has been found Which calls forareexanllnation ofopinions regarding the ShimabaraRebellion and the

remains from thetime oftbe construetlonofHaraCastle.

1. 本書は,長崎県南高来郡南有馬町に所在する国指定史跡「原城跡」の発掘調査報告書である。

2 調査は国庫補助事業として実施したもので,調査期間はつぎのとおりである。

4次調査 平成 7年 9月11日~平成 7年12月15日

5次調査 平成 8年 9月 9日~平成 8年12月26日

6次調査 平成 9年 9月24.日~平成 9年12月19日

7次調査 平成10年11月 6 日~ 平成10年12月22日

3, 調査は南有馬町教育委員会が主体となって実施した。

調査指導 田中 哲雄 文化庁記念物課

田川 肇 長崎県教育庁文化課 (現,学芸文化課)

高野 晋司 長崎県教育庁文化課 (現,学芸文化課)

調査担当 松本 真二 南有馬町教育委員会

4. 本書は松本慎二が執筆した。

5. 遺構実測は調査担当者が行い, 井口珠代の協力を得た。石垣実測はアジア航測体欝0に委託した。

6 遺物実測は,佐藤さおり, 中村美由紀, 金子由美, 中村喜和子が行った。

藤が行 った。英訳 は K risteIA1yce K ieselが行 った。

トレース及び拓本は佐

7. 本書関係の写真撮影は,調査時の遺構については松本が行い, 空中写真についてはアジア航測鞘

に委託した。遺物写真は松本が撮影した。

8. 遺物整理において, 陶磁器は佐賀県立九州陶磁文化館 ,大橋康二氏 , キリシタン関係遺物は日本

26聖人記念館,結城了悟氏をはじめとして多くの方々から指導・教示を受けた。

9. 本書に関する遺物 ・写真 ・図面については, 原城文化センターで保管 している。

10. 本書の編集は松本による。
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第 1章 は じめ に mけ。dwtめ。

第 1 節 調 査 に至 る経 過 TheCourseLeadingUptomelnvestlgatlon

原城は長崎県の南東にある有明海に面した,島原半島の南西部に位置している。1637年 (寛永14)

に勃発した「島原 .天草の乱」の主戦場, 原城攻防戦の舞台になったところである。一撲軍は天草四

郎時貞を盟主として12月から翌年 2月までの約 3ヶ月間,原城に龍城し幕府と対立した。

乱の平定のために九州諸藩が動員され,大阪の陣以来の大規模な軍事的動員が実行された。この「島

原の乱」の発生と展開は,徳川光秀政権下の幕藩領主に深甚な危機感を抱かせた。幕府は一撲鎮圧後

直ちに「今度島原表のごとく,対上様御法度を背く者に対しては,幕府の下知を待たずに越堺出兵し

て鎮圧すべし」と武家諸法度の解釈を拡大し,翌年にはキリシタン絶滅の意図から1世紀にわたるポ

ルトガル貿易を禁絶して鎖国の完成となった。このようにみてくると原城龍城戦のもつ意義は日本史

上まことに重大であるということができる。城は乱後の現地処理により, 二度と城として使用できな

いように徹底的に破壊され埋めつくされた。

その原城の創始は,明応 5年 (1496)日野江城の支城として領主有馬貴純による築城とされるが詳

細は不明である。城は海岸に突き出した標高31m の丘に築かれ本丸,ニノ丸 ,三ノ丸,天草丸,鳩山

出丸などから構成されており周囲は約 4km, 東は有明海,西及び北は一部を除き一面泥土の天然要害

であった。本丸は石垣で囲まれ出入り口は桝形の虎口となり,三ノ丸の東側海岸に面した所に大手門

があり,他に田町門, 池尻門,蓮池門, 田尻門がある。

現在の原城跡は,半数近くが畑地として利用され, また,本丸地区においては歴史公園として広く

一般の人に親しまれている。

原城跡の発掘調査に至る原因は,昭和52年策定の「管理保存計画」に基づく保存環境整備事業の一

環で実施している。平成 4年度から平成 6年度の発掘調査によって, これまでに本丸地区を中心に多

くの遺物が出土している。特に十字架 , メダイ, ロザリオの珠などのキリシタン関係遺物は島原の乱

にまつわる資料である。また,乱後の幕府による現地処理で,破壊され埋め込まれた出入口などが検

出され,原城築城時の遺構や「島原の乱」に対する幕府の対応を示す資料‐を発見した。また,共に出

土する多くの人骨は,乱の壮絶な最後の様子がうかがえるものである。他に火縄銃の鉛玉,輸入陶磁

器 , 瓦などの資料があった。

今回の調査は,引き続き本丸地区の調査であり,平成 7年度から平成10年度にかけて行ったもので

ある。
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第 2 節 調 査 組 織 Theorgmlzatlonofthelnvestlgatlon

この調査は国庫補助事業として,文化庁及び長崎県教育庁文化課の指導のもと,南有馬町教育委員

会が調査主体となり実施した。調査関係者は次のとおりである。

①平成7年度

調査指導 文化庁文化財保護部記念 言- 、一 言吉本宙 折“

事務組織

調査担当

調査期間

調査面積

②平成8年度

調査指導

事務組織

調査担当

調査期間

調査面積

③平成9年度

調査指導

事務組織

調査担当

調査期間

調査面積

④平成10年度

調査指導

事務組織

調査担当

調査期間

調査面積

文化庁文化財保護部記念物課 主任文化財調査官

長崎県教育庁文化課埋蔵文化財班課長補佐 田川

総括 南有馬町教育委員会教育長 松下久美雄

南有馬町教育委員会 学芸員 松本慎二

平成 7年 9月11日~平成 7年12月15日 (58日間)

350司

田中哲雄

肇

第 2 章 遺 跡 の 立 地 と環 境 L嫌 t,。欄。ds。m。mm 部。fth Sit。

第 1 節 地 理 的環 境 Geographyofmesmoundings

原城がある南有馬町は,長崎県の南東にある島原半島の南西部に位置している。南東は有明海に臨

んで口之津町と連なり,北西は加津佐町と南串山町に接し,北は北有馬町と有馬川を隔てて境として

いる。鳳上岳 (409m) と上原 (383m) からなる丘陵地から東側に至るにしたがい,次第に低くなっ

ていく扇状地形をなし有明海に臨んでいる。上原高原からの眺望はすばらしく,眼下に町並みと原城

跡を望み,その後方に有明海に浮かぶ湯島,八代海との境をなす天草の島々,遠方に連なる九州山地

等を一望することができる。

第 2節 歴史的環境 BackgroundHistow

原城跡周辺での考古学的な調査は,金毘羅神社遺跡(1)弥生・奈良時代,上原遺跡態熔亀文時代の2遺

跡で行われている。金毘羅神社遺跡(1)では, 圃場整備に伴った調査が行われた。弥生時代からの遺構

群が検出され, 出土遺物には,土器 , 石器 , 鉄剣形石剣 ,支脚土器,合口蓮棺などが出土している。

上原遺跡回では,工事に伴う試掘調査が行われた。支石墓状伏石,積石墓状の積石などが認められた

が,遺跡包蔵状態は認められず,支石墓巨石群 4群についても支石墓である証左は得られていなかっ

た。中谷遺跡{9)・大河内原遺跡(1のでは,県営畑地帯総合整備事業に伴う試掘調査を行ったが,遺構遺

物の検出は無かった。

参考文献

南有馬町1956『南有馬町郷土史』

南有馬町教育委員会1981 『北岡金毘羅記遺跡調査報告書』南有馬町文化財調査報告第 1集

文化庁文化財保護部記念物課 主任文化財調査官 田中哲雄

長崎県教育庁文化課埋蔵文化財班課長補佐 高野晋司

総括 南有馬町教育委員会教育長 松下久美雄

南有馬町教育委員会 学芸員 松本慎二

平成 8年 9月 9日~平成 8年12月26日 (73日間)

470計

文化庁文化財保護部記念物課 主任文化財調査官 田中哲雄

長崎県教育庁文化課埋蔵文化財班課長補佐 高野晋司

総括 南有馬町教育委員会教育長 中村重徳

南有馬町教育委員会 学芸員 松本慎二

平成 9年 9月24日~平成 9年12月19日 (50日間)

400m2

文化庁文化財保護部記念物課 主任文化財調査官 田中哲雄

長崎県教育庁文化課埋蔵文化財班課長補佐 高野晋司

総括 南有馬町教育委員会教育長 中村重徳

南有馬町教育委員会 学芸員 松本慎二

平成10年11月 6 日~平成10年12月22日 (28日間)

400m2
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第 3 章 調 査 の 概 要 s。皿 叫。fthmm tig“ti鵬

第 1 節 基 本 層序 Basicprogress・onofsoilsmta

本丸地区に23箇所の調査坑を設置し実施した。平成 7年度は TP26~30 の 5箇所 ,平成 8年度は TP

31~39 の 9箇所 , 平成 9年度は,Tp40~43 の 3箇所 ,平成10年度は TP44~49 の 5箇所を調査した。

そのそれぞれの土層の状況を観察した。Tp28・30・38・39は本丸の南側一帯に設定した調査坑であ

る。本丸広場内の散策通路として利用されていた場所である。遺構面までは非常に浅く,表土層 (砂

利等の客土)の下はすぐ遺構面となる。

第 1層 :以前の耕作土上部に砂利等を客土した層である。

第2層 :黄褐色粘質土層。炭を多く含む遺構面であり,遺物が多く出土する。

nP26 ・27 .29 ・36 ・37・42 ・43 ・47は , 本丸の西側一帯及び大樹形虎口南側に設定 した調査坑で

ある。石垣が壊され埋められた状態であり,石垣や石垣の裏込石の状況が主である。

Tp42

第 1層 :暗褐色土層。植物根を多く含む。

第 2層 :黄褐色土層。粘性で堅い。石垣破壊の際の埋土と思われる。遺物等は含まれない。

Tp31.32 .33・35・44・45は本丸の高石垣の天端部分と石垣下段平場に設定した調査坑である。

Tp31

第 1層 :腐葉土層。植物根が多い。

第2層 :黒色砂質土層。耕作土層で植物根を多く含み柔らかい。

第 3層 :褐色粘質土層。石垣の石材が多い。陶磁器 ,瓦も含む

第 3 a ・b層 :褐色粘質土層。埋土層

TP35

第 1層 :腐葉土層。植物根が多い。

第 2層 :褐色粘質土層。地山層と思われ,粘質であり堅い。

TP44

第 1層 :暗褐色土層。植物根が多い。

第 2層 :褐色粘質土層。地山層と思われ,粘質であり堅い。

Tp45

第 1層 :暗褐色砂質土層。植物根及び樹木根が多く入り,砂質で柔らかい。小石等を含み,後世客

土か流れ込みの可能性が大きい。

第 2層 :暗褐色粘質土層。粘性があり,整地層である。

第 2 a層 :にぷい黄褐色粘質土層。整地層の土層により,壊された石垣・裏込石の上に覆っている

層である。炭等も含む。
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Tp46・48は,本丸に設置してある道路脇に設定した調査坑である。

第 1層 :暗褐色土層。植物根が多い。

第 2層 :褐色粘質土層。地山層と思われ,粘質であり堅い。

Tp40は, 本丸広場北側の石垣 6 ・7の埋没内隅部と思われる場所に設定した調査坑である。

第工層 :暗褐色土層。小さな砂利石を多く含む。公園整備に伴う客土。

第n層 :暗褐色砂質土層。植物根を多く含み,柔らかい。

第 m層 :黄褐色土層。黄褐色の粘質土をベースに, にぷい黄橋の土が多く混じる。

第N層 :黄褐色粘質土層。粘性があり, 地山と思われる。

23,9om

0 9 4 4a

第 3図 TP31土層図

TP28 西側l
31,40m

　　　　　　 　 　 　

第 4図 TP43土層図
--+ ; ---- ……ヌ トー… -… -…

TP30 東側
31.30m 豪

」 ------- ------ ------------ ゴ ー ▲-- 一
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2 30,0om

第 5図 丁P44土層図

TP38 西側
1 3「.40m

.
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t一 3一一 --- ー
30,oom

TP39 西側
31,60m

第 2図 TP28 ・30・38・39土層図 (S=1/50) 第 6図 丁P45土層図
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第 2節 平成 7年度の調査概要 と遺構 su皿 町 ofmel995mvestigationandRem 額ns

調査は本丸の南側一帯にある本丸広場内の散策通路として利用されていた場所と,西側部分にある

′{＼ー 破壊され埋められた石垣付近に調査坑を設定し実施した。調査区は本丸の城内と西側石垣が想定でき

る場所である。調査は主に1om ×lom のトレンチを設定し,全て人力で掘り下げ調査を進めた。

検出された遺構としては,破壊され埋められていた石垣 ,櫓台石垣, 土坑 5がある。

なお検出遺構に付ける名称及び番号等は,前回までの調査で検出された遺構に付けた番号の続きから

の番号等を使用した。

また,本丸の外郭を取り巻く埋没石垣 1

ラインを推定し,既存する石垣を含めそ

れぞれの石垣に整理上番号を付した。(第

図)石垣番号は,本丸東側で検出した ゞU

＼に 虎ロを構成する石垣から順に付けた。 鋼伽

◎

◎ 図
縄
糧
襲
掴
の
m
・
零
A
↑

図
口
懲

L
寸

-

-

‐

与 13号土坑「pit13( 第14図, 図版 8)」嘉島謡LJ匹夢で確認された土坑でぁるo 1

平面形は長径11ocm, 短径70cmの楕円

形をなす。内部には炭が多く混△Jし,人

骨片,歯, ロザリオの珠 3点,十字架 IL --- -- - = - -- -- - - - - --

点が出土した。底面は,二段堀りになっ

ており,30cm ×30cmの円形のビットが下 第14図 13号土坑 (S=1/30)

◎
◎ 部にある。底面一帯に 3cm~5cm 大の襟

が散在していた。遺構の性格は不明であ

るが,1638 年代と思われる。

　　　　　　　　　
31.30m

平面形は径70cmの円形をなす。内部に

　　　　　　　　
0 lm

第15図 14号土坑 (S=1/30)
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〆15号土坑 Pit15( 第16図, 図版 8)
　 　　　

TP28警稀g認された土坑である。

平面形は長径95cm, 短径75cmの楕円形

をなす。内部には炭が多く混入し, メダ

イ 1点が出土する。また30cm×20cmの石＼、.--

と長径1ocmの石が 2個置かれる。遺構の

性格は不明であるが,1638年代と思われ

る。

16号土坑 Pit16( 第17図, 図版 9)

T gB,とくTP30にかけて確認された土坑

である。東西に長軸を持つ長方形の土坑

31,30m

17号土坑 Pit17( 第18図, 図版 11)

TP30で確認された土坑である。

平面形は長径 140cm, 短径 loocmの楕円

形をなす。内部には炭が多く混入し,径

30cm大の石 2個と,20cm大の石 2個の計

4個の石が置かれている。出土遺物はな

い。底面はフラットとなる。遺構の性格

は不明であるが,1638 年代と思われる。

ノ/
′′ノ
ー
＼

18号土坑ノPit18(第i9図,図版11)

TP30で確認された土坑である。

平面形は長径loocm, 短径9ocmのほぼ

円形をなす。内部には炭が多く混入し,

人骨片, ロザリオの珠 3点,異形ロザリ

オの珠 1点が出土した。底面は, フラッ

トとなる。遺構の性格は不明であるが,

1638年代と思われる。
　　　　　　

　

*
』
十
十
1
1

第18図 17号土坑 (S=1/40)

』 .ゴ .....d -r

第19図 18号土坑 (S=1/40)

31,30m

31,30m

第16図 15号土坑 (S=1/30)

で, 東西に335cm, 南北に150cmをなす。底部は比較的フラットな状態で,東側端に幅約 1ocmの溝状の

振り込みがある。溝は南側に傾斜し,最深部で 9cm掘り込まれている。内部には炭が多く混入し,TP

28側から指輪状の環が 2点. 十字架 2点L ロザリオの珠 1点が出土した。

土坑形が長方形であるため,竪穴建物跡と思われるが周囲にビットがなく用途不明であったため土

坑とした。遺構の性格は不明であるが,1638 年代と思われる。
ー--、.-.-・;-、.・ー

　 　 　

第17図 16号土坑 (S=1/50)

31,40m

石垣18 StoneW副118( 図版 5)

Tp26において石垣と裏込めを確認した。この調査坑は,本丸の西側に位置し,西端は土手状にと

なり,土手南側に石垣が露出していた。石垣は既に露出している石垣と一致し,南北方向に主軸をと

り,長さ15m, 高さ2,5m で,根石垣から4石を積んだ状態で残っていた。石垣は, 自然崩壊ではな

く, 人為的に大量の裏込め石と巨石で埋められ,黄褐色粘質土で覆われていた。残存している石垣と

合わせると,長さ39m の石垣が現れた。石垣の南端は崖で崩落しており, 隅角部は存在しない。石垣

北側には内隅部が確認され,石垣はL字状に折れて西側に向かう。南側の露出石垣は,残存高は約 l

m で 2石残る状態である。石垣上には,裏込め石を利用したと思われる石積みが見られる。これは近

代の耕作によるものと思われる。

石垣 17 StoneWall 17( 図版 11)

TP29において石垣と裏込めを確認した。これは,TP26 において内隅部を確認したため, その続き

の調査である。内隅部から西側に続く石垣は,東西に主軸をとり,長さ16m, 残存高は約 2m で,4石

を残す。石垣は内隅部から隅角部にかけて傾斜しており,傾斜角度は20度である。内隅部は破壊され,

角石は基底石とその上に乗る一石のみで,上部分の算木積みの状況は不明である。夫端部分も破壊さ

れ大きく削り取られているため, 築城時の石垣の高さは不明である。石垣は, 自然崩壊ではなく, 人

-14- -15-
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為的に大量の裏込め石と巨石で埋められ,黄褐色粘質土で覆われていた。

石垣 16 StoneWall 16( 第 20図 , 図版 6)

Tp27において石垣と裏込めを確認した。これは,np26 において角隅部を確認したため, その続き

の調査である。Tp29で検出した石垣は,隅角部から北側に延びる石垣が想定でき, その石垣の
一
部

を確認したため,一連の石垣は,本丸西側に大きく張り出す石垣であることが判明した。石垣は, 自

然崩壊ではなく,人為的に大量の裏込め石と巨石で埋められ,黄褐色粘質土で覆われていた。

る

′、・ "
、、
　　　　　　　

第20図 石垣遺構実測図 (S=1/40)
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第21図 石垣16(S=- /80)

ー.」

第22図 石垣17(S=1/80)

一"o.

」

? ... , , .5m

第23図 石垣18(S=1/80)
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第 3 節 平 成 8 年 度 の調 査 概 要 と遺 構 summ 叫 ofthel9961nvest1gat1onandRemains

調査は本丸の高石垣下広場一帯に調査坑を設定し実施した。調査区は本丸高石垣の根右部分が全石

にわたり浮いた状態であったため,石垣下と平場の地下状況の確認のために行った。調査は主に石垣

下に 5 m xlom のトレンチとを設定し,平場に関しては 2段になっている平場に幅 2m の調査坑を南

北方向に20m 設定し,全て人力で掘り下げ調査を進めた。また,平成 7年度調査において検出された,

石垣の張り出し部の反対側にある内隅部を確認するため,1om ×lom の調査坑を設定し, 人力と一部

重機を使用し調査を進めた。

検出された遺構としては,破壊され埋められていた石垣,張り出し内隅部石垣,櫓台石垣 ,土坑 5

がある。

なお検出遺構に付ける名称及び番号等は,前回までの調査で検出された遺構に付けた番号の続きか

らの番号等を使用した。
E
O
の,r
の

19号土坑 Pitl9( 第24図, 図版 17)

TP38で確認された土坑である。平面

形は径120cmの円形をなす。内部には20

cm大の礎が充填されており, 瓦も入って

いた。なかには45cm ×25cmの四角形の石

と,50cm ×35cm の平石 ,35cm × 25cm の平

石がある。底部までの深さは,70cm で ,

底面はややフラットとになる。遺構の性

格は不明であるが,1638 年代と思われる。

20号土坑 Pit20( 第25図, 図版 17)

TP38で確認された土坑である。平面

形は長径11ocm, 短径80cmの楕円形をな

す。内部には1ocm~20cm 大の磯が充填さ

れており, 底部までの深さは,30cm で ,

底面はややフラットとになる。出土遺物

は無い。遺構の性格は不明であるが,

1638年代と思われる。

第24図 19号土坑 (S=1/40)

発
砂
嚢
」

0 1m

第25図 20号土坑 (S=1/40)
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21号土坑 pit21(第26図, 図版 18)

Tp38で確認された土坑である。埋土

の状態から確認できる土坑平面形は長径

260cm, 短径 170cmの楕円形をなす。内部

には炭が多く混入し,十字架 2点と人骨

が出土した。底面は, 三段堀になってお

り東南側から南西側にかけて堀下げられ

ている。遺構の性格は不明であるが,

1638年代と思われる。

22号土坑 Pit22( 第27図, 図版18)

TP39で確認された土坑である。平面

形は径50cmの円形をなす。

内部には1ocm~20cm 大の磯が入る。底

部までの深さは38cmで, 底面はややフ

ラットとになる。出土遺物は無い。遺構

の性格は不明であるが,1638 年代と思わ

れ る。

23号土坑 Pit23(第28図, 図版 19)

Tp39で確認された土坑である。平面

形は長径50cm, 短径45cmの楕円形をなす。

内部には25cm×20cmの平石 と,15cm ×1o

cmの平石が入る。底部までの深さは27cm

で, 底面はややフラットとになる。出土

遺物は無い。遺構の性格は不明であるが,

1638年代と思われる。

31,40m

第26図 21号土坑 (S=- /50)

& ◎ - ≠
31.30m

第27図 22号土坑 (S=1/40)

　　
ヨ

3「,30m

断 /

第28図 23号土坑 (S=1/50)
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24号土鱒 pit24(第30図,図版19)

Tp39で確認された土坑である。 1辺が樹木により確認できないが, 一辺 4m の正方形の土坑であ

ると思われる。内部には人頭大の碑が円形に集石しており,襟の下からは人骨が多く出土した。底部

までの深さは25cmで , 底面はややフラットとなる。炭が多く混入しq t 字袈‐生息-Lメダイ 1点 , 瓦 ,

陶磁器が出土した。土坑形が方形であるため,竪穴建物跡と思われるが周囲にビットは存在するもの
　　　 　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

の,確定がないため土坑とした。遺構の性格は不明であるが,‐1638年代と思われる。

1 31.50m l 31.50m

0 2m

第30図 24号土坑 (S=1/50)

石垣 14・15 StoneWaus 14&15( 第 29図 , 図版 14 ・15)

T1p37において石垣内隅部と裏込めを確認した。この調査坑は,平成 7年度調査において検出され

た,石垣の張り出し部の反対側にある内隅部を確認するため設定しものである。内隅部は破壊され石

垣の石材によって埋めつくされた状態で検出した。内隅部は北側と西側へ向かうL字形となり,残存

石垣高は 4m, 天端部は破壊されているため, 築城時の石垣の高さは不明である。石垣は自然崩壊で

はなく,人為的に大量の裏込め石と巨石で埋められ,黄褐色粘質土で覆われていた。出土遺物は陶磁

器 , 瓦 , 人骨がある。

-23-



第 4 節 平 成 9 年 度 の調 査 概 要 と遺構 summatyofthel997lnvest1gauon andRemalns

調査は本丸の埋没石垣検出のために調査坑を設定し実施した。調査区は, 石垣 5 ・6の内隅部と想

定される所と,石垣 8 ・9の内隅部が想定される場所 ,大樹形を構成する外側石垣 13, 平成 8年度に

検出した石垣から北側に延びると想定できる石垣14等に設置し,全て人力で掘り下げ調査を進めた。

検出された遺構としては,破壊され埋められていた石垣内隅部,石垣がある。

石垣 6 0 7 stoneWalls 6&7( 図版20)

Tp40において石垣内隅部と裏込めを確認した。この調査坑は,石垣 6 ・7との石垣内隅部であり,

内隅部は破壊され石垣の石材によって埋めつくされた状態で検出した。内隅部は東側と北側へ向かう

L字形となる。残存石垣の一部分を検出しただけで,底面までは調査していない。石垣は自然崩壊で

はなく,人為的に大量の裏込め石と巨石で埋められ,黄褐色粘質土で覆われていた。出土遺物は陶磁

器 , 瓦 , 人骨がある。

石垣 8 ・9 stoneWalls 8&9( 図版 20)

TP41において石垣内隅部と裏込めを確認した。この調査坑は,石垣 8 ・9 との内隅部であり, 内

隅部は破壊され石垣の石材によって埋めつくされた状態で検出した。内隅部は東側と北側へ向かうL

字形となる。残存石垣高は 2m, 夫端部は破壊されているため,築城時の石垣の高さは不明である。

石垣は自然崩壊ではなく, 人為的に大量の裏込め石と巨石で埋められ,黄褐色粘質土で覆われていた。

また, この内隅部において,埋め込まれた石材等の中に大量の瓦が出土した。出土遺物は他に陶磁器,

人骨がある。

石垣 14 stoneWall 14.(図版 21)

Tp42において石垣と裏込めを確認した。この調査坑は,平成 8年度に検出した石垣内隅部から北

側に延びると思われる場所に設置し,破壊され石垣の石材によって埋めつくされた状態で検出した。

残存石垣高は 2m, 天端部は破壊されているため,築城時の石垣の高さは不明である。石垣は自然崩

壊ではなく, 人為的に大量の裏込め石と巨石で埋められ,黄褐色粘質土で覆われていた。出土遺物は

陶磁器 , 瓦 , 人骨がある。

′r
」
1
‘
十
キ
」
〕
D
ー
1
1
'1
デ
r
もげ

石垣 13 StoneWall 13( 第 31図 )

TP43において石垣と裏込めを確認した。石垣は本丸大桝形虎口の外側を構成する石垣で,破壊さ

れ石垣の石材によって埋めつくされた状態で検出した。残存石垣高は 2m, 天端部は破壊されている

ため, 築城時の石垣の高さは不明である。石垣は自然崩壊ではなく, 人為的に大量の裏込め石と巨石

で埋められ,黄褐色粘質土で覆われていた。出土遺物は陶磁器,瓦 , 人骨がある。
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第 6 節 出 土 遺 物 ExcavatedAnifacts

遺物概要 outline ofA"ifacts

第4次調査から第 7次調査において出土遺物は約30,000点に及び,特に多量に出土したのは陶磁器

である。次に瓦が多く出土している。各遺物については種類別に記述を進める。

①貿易陶磁器 CeranucwaresobtainedThtoughForeignTrade

青花の器種が多く中国系窯のものが多い。他に東南アジア産のものも含まれる。

② 国産陶磁器 japanesc Ccra皿 cWarcs

唐津系陶器が主で,肥前磁器の製品がある。

③瓦 RcofTiles

軒丸瓦 , 軒平瓦 , 丸瓦 , 平瓦 , 飾瓦がある。

④キリシタン関係 CmisuanAnifacts

十字架 , メダイ, ロザリオの珠がある。

⑤貨幣 Coins

豆板銀,銭がある。

⑤金属製品 MetaI Gcods

銅製品,鉄砲玉, 鉛製品がある。

第 5 節 平 成 10年 度 の調 査概 要 と遺構 summmyofthe l9981nvesngat・onandRemains

調査は本丸の石垣整備に伴う遺構確認のためと,検出石垣下段平場の遺構確認のため調査坑を設定

し実施した。調査区は,本丸の石垣 4 と石垣18の夫端部分と,石垣14下平場である。調査は石垣の天

端部分に設定し,全て人力で掘り下げ調査を進めた。検出された遺構としては,破壊され埋められて

いた石垣裏込めがある。

Tp44.45 においては,石垣 4の残存石垣夫端部分から人頭大の石積みがあり, その石積みの時代

が不明であったため,石積み内部および石垣 4の裏込めまで堀りさげ調査を進めた。石積みは内部に

ガラス瓶の破片などがあり,構築年代は,近代のものであることが判明した。また,石積みと石垣 4

の裏込め石の間には,黄褐色粘質土も確認できた。 (第32図, 図版 9-2)

Tp47は, 石垣 18の既存石垣天端部分から人頭大の石積みがあった。石垣 4 と同様でその石積みの

時代が不明であったため,石積み内部および石垣18の裏込めまで掘りさげ調査を進めた。石積みの内

部からは近代の遺物が出土したため, 近代のものであると判断した。また,石積みと石垣 4の裏込め

石の間には,黄褐色粘質土も確認できた。

Tp46は, 耕作による掘削によるものか,遺構は確認できなかった。出土遺物は陶磁器がある。

TP48は, 石垣14の裏込めを確認した。

Tp49は, 石垣14下の平場部分で襟は確認したが,磯は石垣14の埋め込みの際に出た裏込め石の流

れ込みと思われ,耕作による掘削で地山が削られ遺構等は確認できなかった。

　
.・▲ ‘、.▲▲- . ・ ′′-・

ー. -------
(1) 貿易陶磁器 CeranucwaresobtmnedThrough ForeignTrade

a. 青 磁 CeladonWares

- ~6{. ま青磁の皿類である。

1は,碗の口縁部片である。ヘラ削りで先端が弧線となる連弁を描く。明るいガラス質紬が掛かる。

2は,碗の口縁部片である。線刻で連弁を描くが, 幅狭で退化している。明るい緑色のガラス質油が

掛かる。

3は, 皿の口縁部片である。口縁部は外反し開く。明るい緑色のガラス質紬が掛かり,貫入が入る。

十 ＼し/ “±, 皿の口縁部片である。口縁部はわずかむこ外反し開く。明るい緑色のガラス質紬が掛かる。

5は, 皿の口縁部片である。口縁部はわずかに外反し開く。明るい緑色のガラス質紬が掛かり, 貫入

が入る。

6は,碗の口縁部片である。口緑部は内湾する。紬はオリーブ黄色に発色している。

7は,皿の口縁部片である。器腹内面に花文が描かれる。

8は,皿の高台部片である。高台は低く内湾し,高台内は浅い。明るい緑色のガラス質油が,畳付部

分まで掛かり, 高台内は無稽である。

9は, 皿の高台部片である。高台は低く内湾し, 高台内は浅い。明るい緑色のガラス質紬が,器腹腰

部分まで掛かり, 高台内は無紬である。

30,60m

第32図 石垣裏込め遺構実測図 (S=1/50)
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b. 白磁 White Porcelain

loは, 小盃の口緑部片である。高台は高く内湾し, 高台内は深い。

11は,小盃の口縁部片である。高台は低く内湾し, 高台内は浅い。見込みは蛇ノ目状になる。

12は, 菊花形小皿のである。高台は低く内湾し,高台内は深い。

13は, 皿の高台部片である。高台は低く内湾し,高台内は浅い。畳付と高台壁に籾殻が付着する。

14は, 皿の高台部片である。高台は低く内湾し,高台内は浅い。

15は, 皿の高台部片である。高台は低く内湾し, 高台内は浅い。畳付は無紬である。

16は, 皿の高台部片である。高台は低く内湾し, 高台内は浅い。畳付は三角形に削る。

17は,碗の高台部片である。高台は低く内湾し,高台内は浅い。

18は,碗の高台部片である。高台はやや高く内湾し, 高台内は浅い。見込みに糠薩成形の痕が残る。

19は, 皿の高台部片である。高台はやや高く内湾し,高台内は深い。畳付は無紬で,三角形に削る。

見込みは蛇ノョ状になる。

20は,碗の高台部片である。高台は低く内湾し, 高台内は浅い。畳付は無紬であるが,高台内は紬が

掛かる。

21は, 瓶の口縁部片と思われる。朝顔形に開いた口縁部を持つ。

22は, 陽刻唐草文を施した, 部片である。

23は, 袋物の胴繋ぎ部分である。

24は, 瓶の口緑部片である。口縁部は欠損している。

25・26は,小壷のである。口縁は少し内に傾斜している。肩部には腸刻の唐草文を,胴部は三重の連

弁文を廻らす。胴部内面には繋ぎ痕が残る。

27は, 瓶の底部片である。底部は碁笥底となり, 高台内は浅く,稲が掛かる。

28は, 瓶の底部片である。高台は低く内湾し,高台内は浅く,油が掛かる。
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第33図 貿易磁器① (S=1/3
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青 花 B1ueand ‐WhiteWare

皿類 Dishes

誓言茎寿 語ぞ 底の皿で甜 けが鮎 となっている。見込みは二重円圏内に草花文鋼 緬腰部に

30~38 は薄手の小皿である。

30は, 見込みは円圏内に草花文を描く。高台は低くやや内湾している。

37は, 線のみで見込みに草花を描く。高台内は二重円園である。

32は, 見込みは二重円圏で内側の圏線は厚い。

33は, 見込み内は円圏の内側に草花文を描く。高台は低くやや内湾している。

34は, 器腹は浅く弓なりをしている。口緑部内外に圏線があり, 見込みは二重円圏で内側に船上の人

物が描かれる。高台は低くやや内湾し,高台脇に園線と高台内には方圏内に文字銘が入る。

35は,器腹は浅く弓なりをしている。口縁部内側に四方棒文があり,見込みは円圏で内側に草花,鳥

が描かれる。高台は低くやや内湾し,高台脇に圏線と底裏には方圏内に幾何学銘が入る。

36は, 見込みに動物の上に乗った人物が描かれている。高台は低くやや内湾し,底裏には方圏内に文
字銘が入る。

37は, 見込みは方圏内に文字銘が描かれる。高台は低くやや内湾し,高台内側に籾殻が付着している。

38は, 高台は低くやや内湾し, 高台内は露胎である。

39~43 は同類の皿である。高台は低くやや内湾し畳付部分は内側に向けて面取りをしている。見込み
には,紗綾形文が描かれている。

44は, 高台は低くやや内湾し籾殻が付着している。見込みには紗綾形文などが見られる。

45は, 高台は低くやや内湾し側面に二重の圏線がある。器腹は花形に波打つように成形され,見込み
は二重円圏内に岩と草花が描かれる。

46は, 被熱している。高台は低く内湾し畳付けは鋭角になっている。見込みは二重円圏内に草花を描
く。

紫誓ふ
か
ゃや高く内湾し,高台外面0攻様を描く。見込みはやや太めの二重円圏内に草花が櫛

48は, 高台は高くやや内湾し畳付き部分は鋭角である。高台側面に二重の圏線を廻らし,器腹には唐
草が描かれる。見込みは二重円圏内に草花が描かれている。

49,50 は, 同種類の皿である。口緑部はわずかに外反し, 器腹は浅く弓なりをしている。やや直線的

である。口緑部内側に四方裸文があり,見込みは太めの円圏を廻らす。高台は低く直立し太めの圏線
を廻らす。

516まぞ 込すむこ山水文を描く。高台は低くやや内湾し,高台および底裏に籾殻が付着しか 。

52は, 高台畳付きと底裏には粕がかからず露胎となり,畳付を幅広く削り出し蛇ノ目状になる。見込
みは海老が描かれている。

53は, 高台は低くやや内湾し側面に圏線を廻らす。見込みには柳が描かれる。

54, 高台は低くやや内湾し,畳付部分は鋭角である。側面に圏線を廻らし,見込みには草花を描く。

55は, 高台は低くやや内湾し側面に二重の圏線がある。見込みには渦巻の形をした文様がある。

56は, 被熱を受けている。高台は低くやや内湾し,高台内側面に籾殻が付着している。底裏には円圏

線がある。見込みは円圏線内に草花を描く。

57は, 高台は低くやや内湾している。底裏には太線と細線の二重円圏があり,「大」の銘が入る。見

込みは二重円圏のみである。

58は, 高台部片である。見込みに「寿」銘を描く。底裏は不明であるが銘が入る。

59は, 高台部片である。見込みに花文を描く。

60は,高台は低くやや内湾し側面に三重の圏線がある。見込みは欄干と草花を描く。

61は,高台は低くやや内湾し側面に圏線を廻らす。見込みは円圏内に山水を描く。

62~66 は, 同種類の皿である。口縁部は外側に向かって広がり,器腹は浅く弓なりをしている。高台

は低くやや内湾する。口縁部に円圏を廻らし,内壁には三方に鳳風を配す,見込みは二重円圏内に「日」

を描く。

67は, 口縁部は外側に向かって広がり,器腹は浅く内壁下部でわずかに屈曲する。高台は低くやや内

湾する。器服下部には圏線は見られない。内壁から見込み部分にかけて三方に鳳風を配し,円圏内に

「詩」を描く。

68~70 は, 同種類の皿である。高台は低くやや内湾する。器服下部に圏線を廻らす。見込みは二重円

圏内に「寿」を描く。

71は, 高台は低くやや内湾する。見込みは鳳風を描く。

72・73は, 同種類の皿である。高台は低くやや内湾し側面に圏線を廻らす。見込みは円圏内に「毒」

を描く。

74~77 は, 同種類の皿の口縁部片である。

75の内壁下部に僅かに染付が確認でき, 白磁ではなく青花皿と位置づけた。口縁部は稜花形で外反す

る。口縁内側に花文が刻される。

78~87 は , 皿の口縁部片である。

80は, 口縁部は外側に外反し,口縁部内側は渦巻の連続文で,外側は縁圏を廻らす。外壁には青海波

文様が刻されている。

84は, 芙蓉手の大皿口縁片である。鏡状の緑をもつ。

碗類 Bowls

88は, 小盃である。高台は低くやや内湾する。見込みは中央に不明文様を描く。

89は,高台は低くやや内湾する。見込みは二重円圏内に不明文様を描く。

90は, 高台は低くやや内湾し,畳付は厚く削り取っている。高台側面に圏線を廻らす。見込みは中央

部に草花を描く。

91は,高台は低くやや内湾する。高台側面に圏線を廻らす。畳付部分に籾殻が付着している。見込み

は円圏内に動物と思われる文様を描く。

92は,高台は低くやや内湾する。高台側面に圏線を廻らす。見込みは円圏内に文様を描く。

93は, 見込みは二重円圏内に文様を描く。

94は,高台は低くやや内湾する。器腹の裾部に圏線を廻らす。外壁には唐草文を描く。見込みは薄い

二重円圏内に草花を描く。

仙 32
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95は
,鰻頭心の青花碗である。高台は低くやや内湾する。高台側面に圏線を廻らす。畳付部分には

籾殻が付着している。見込みは連弁を廻らし円圏内に雲文を描く。
96は
,高台は低くやや内湾する。高台側面に薄く発色した圏線を廻らす。畳付部分には籾殻が

付着している。見込みは円圏内に動物と思われる文様を描く。
97は
, 高台は高くやや内湾する。器腹裾部分に圏線と高台側面に二重圏線を廻らす。裏底に円圏を

廻らす。見込みは中央部分に葡萄と思われる文様を描く。
98は
,高台は低くやや内湾する。器腹裾部分に圏線を廻らす。畳付部分に籾殻が付着している

。見込みは円圏内に山水文を描く。
99・100は

, 同種類の小碗口緑部片である。口縁部の内外側に圏線を廻らし,見込みは二重
円圏を描く。器腹外壁には草花文を描く。

10
日
ま
,小碗の口緑部片である。口縁部は外側に外反する。器腹外壁には草花文を描く

。102~T06
は, 同種類の碗である。口縁部は直立し器腹は弓なりになる。高台は低く, 高台

内外壁に籾
殻が付着している。器腹外壁には唐草文,見込みは二重円圏内に草花文を描く。
107は
,蝕頭心の青花碗高台部片である。高台は低くやや内湾する。見込みは二重円圏内に

文様を描く〇

108は
,蝕頭心の青花碗高台部片である。高台は低くやや内湾する。見込みは二重円圏内に

兎
を
描く。底裏に文字銘の崩れを方形枠内に描く。

109は
,青花碗高台部片である。高台は低く直立する。底裏および見込みは粕が掛からず露胎で

ある。170は
,高台部片である。高台はやや高く直立し,高台内は柚は掛からず露胎である。見込みは

円圏内に三方線を描く。

HI は, 高台部片である。高台は低い。見込みは太い二重円圏内に文字を描く。
712は
,青花碗の口縁部片である。口緑部はわずかに外反し,内壁に四方樽文を廻らす。外壁は

無文である。

冬至を。青花碗の噛 片である。蜘 はわずかに外反し,内壁に波頭文を廻け 躯 噸

n4 ・'75は
, 同種類の青花碗の口緑部片である。口縁部は直立し,口緑部内外壁に二重圏線を

廻らす。176は
,170 と同種類の青花碗の口緑部片である。口緑部はわずかに内湾し, 内壁に圏線を

廻らし,外壁は唐草文を描く。

日7は
, 鐸状の縁をもつ大皿片である。口縁部は直線的で外側に開き, 器耳宴下部で屈曲する。

高台は低く内
湾し,畳付および高台内に籾殻が多く付着する。器腹外壁の上中下部分に圏線を廻らす。口

縁部は青海波文を廻らし, 見込みは鳥,草, 岩などを描く。
T18は
,n7 と同種類の皿片である。高台は低く内湾し,畳付および高台内に籾殻が多く付着

す
る
。見込みは鳥,草, 岩などを描く。

n9は
,青花大皿高台部片である。高台は低く直立し,高台内は紬は掛からず露胎となる。見

込みは草花文を描く。

120は
, 高台は低く内湾し, 畳付に籾殻が多く付着する。見込みは鳥, 草 , 岩などを描

く。12目ま
, 高台は低く内湾し,畳付および高台内に籾殻が多く付着する。見込みは草 ,岩などを

描く。

122は, 被熱を受けている。高台は低く内湾し,畳付および高台内に籾殻が多く付着する。見込みは

鳥 , 草 , 岩などを描 く。

123は, 高台は低く内湾し,畳付に籾殻が付着する。見込みは鳥,草 , 岩などを描く。

124は,青花大皿高台部片である。高台はやや高く内湾し,高台内壁に籾殻が付着する。見込みは草

花文を描く。

125は,高台は低く内湾し,畳付および高台内に籾殻が多く付着する。見込みに円圏を描く。

126は,呉須赤絵の高台部片である。高台はやや低く内湾し,畳付および高台内壁に籾殻が多く付着

する。

127は,青花芙蓉手大皿の口縁部片である。口縁は外反し器腹はやや弓なりになる。闇縁部は区切窓

を設け花文を描く。

128 .129は, 同じ青花芙蓉手大皿の口縁部片である。折縁の口縁で周縁部は区切窓を設け花文,青海

波文を描く。

130は,青花大皿の口縁部片である。口緑は直線的で外側に開く。周縁部は区切窓を設け四方樫文を

描 く。

131~133 は, 同種類の青花大皿口縁部片縁である。口縁部は折縁になり青海波文を描く。

134は, 青花大皿の口緑部片である。口緑は直線的で外側に開く。周縁部は草花文を描く。

135は, 青花大皿の口縁部片である。口緑はやや内湾する。口縁部内外壁に圏線を廻らす。

136は, 青花大皿の見込み部片であり,龍, 波を描く。

137は, 青花大皿の見込み部片であり, 鳥, 草花文を描く。

138は, 青花大皿の見込み部片であり,鹿 , を描く。

139は, 青花大皿の口縁部片であり,草花文を描く。

瓶類 Bottles

140は, 青花水注の口部分である。口縁部は直立し,外壁に圏線を廻らす。張った肩は胴部分で鋭角

に屈曲する。肩部分に連弁文を廻らす。

141は,青花小瓶の口縁部片である。口縁部はわずかに内湾する。口縁部外壁に圏線と連弁文を廻ら

す。器腹には七宝文を描く。

142は, 青花鉢の口縁部片である。口緑部は内湾し,胴部分まで浅く弓なりになり一旦窄まる。口緑

部外壁には二重の圏線と菱形文を廻らす。

143は, 袋物の胴部分であり,龍を描く。

144は,錆紬香合である。器腹は弓なりで合わせ口作りとなっている。高台は低く内湾する。器腹外

壁と高台内まで錆稀が掛かる。合わせ口部分は紬は掛からず露胎となる。器腹は錆紬はない。

145~15 目よ, 青花瓶の同一個体の破片と思われる。

145は,頭部である。頭部は二重の圏線で 6区画に分けられ,屡略文が描かれる。胴部との境目に如

意頭文を廻らす。

146~151 は, 瓶器腹部片である。器腹外壁に区切りを設け文様が描かれている。

148は, 区切られた内に牡丹が描かれる。
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d. 陶 器 Eanhenware

出土した貿易陶器の生産地は中国および東南アジア系である。器形は壷が多く,生産地が定かでな

い碗 ・皿も含めた。

1~5 は , 壷の口縁部片である。

1は, 内外壁に飴精が掛かり,口縁部タ面は褐紬となる。口緑部は肩部との境に稜を設け,内側に窄

まり玉縁状をなす。

2は, 内外壁に褐粕が掛かる。口縁部は内側に窄まり玉縁状をなし,僅かに外反する。

3は,外壁に褐紬が掛かり, 内面は無紬となる。口縁部は頭部から僅かに外反し, 三角形の口縁とな

り無紬である。

4は,全面に黒褐紬が掛かる。口縁部は玉縁状になる。

5は, 内外壁に褐粕が掛かる。口緑部は頭部から直立し, 口縁は玉縁状になる。

6は,焼締めの長胴瓶の器腹部分である。内壁に聴櫨成形の痕が残る。

7は,壷の底部分である。内外壁に褐紬が掛かる。底部は中央に向けて窪むみ,紬は掛からず露胎と

なる。

8は,壷の底部分である。外壁に褐紬が掛かる。底部は平底となり無紬である。内面壁に糖蟻成形の

痕が残る。

9は, 壷の底部分である。内外壁に褐紬が掛かる。底部は平底となり無紬である。

loは, 朝鮮製と思われる碗の高台部分である。高台は低く僅かに外反し,高台内は浅く,畳付に砂目

痕が残る。内外壁に白化粧を施しており,貫入が入る。

11は, 朝鮮と思われる碗の高台部分である。高台は高く内湾し,高台内は高い。全面に灰白色の稲が

掛かる。畳付に砂が付着している。

12は, 中国陶器と思われる皿の高台部分である。しかし, 高台部分の作りから青磁の可能性もある。

高台は低く内湾し,高台内は浅い。灰白色の勅が内面と高台壁まで掛かる。見込みには樹木が描かれ

る。

13は中国製と思われる高台部分である。高台は低く僅かに外反し,高台内は深い。褐色の素地に褐紬

が掛かる。
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{2} 国産陶磁器 japanese CeramicWares

a, 磁器 Porcelmn

本遺跡から出土した国産磁器の生産地は肥前である。器形は皿・碗・瓶である。

皿類 Dishes

1 ・2は,染付皿の同一個体のものである。高台は低くやや内湾する。見込みは円圏内に菊花文を描

く。

3は,高台は低くやや内湾する。高台畳付高台内に砂が多く付着する。見込みは松を描く。

4は, 見込みに蛇ノ目状に紬剥ぎをしている。二重円圏も描かれる。

5は, 高台は低くやや内湾する。見込みに蛇ノ目状に純剥ぎをして,砂目跡がある。

6は,染付皿口縁部片である。口縁部は外側に開き, 内壁上下に二重の園線が廻る。

7は,染付皿口縁部片である。口縁部は外反し折緑状になる。口縁部内壁に文様が見られる。

碗類 Bowls
8は,碗の高台部片である。高台は低くやや内湾する。高台畳付部分に砂が付着している。

9は筒型碗である。高台は低くやや内湾する。器腹外壁には山水文が描かれる。

10は, 高台は低くやや内湾する。
11は, 筒型碗である。高台は低くやや内湾する。高台内には「福」銘が入る。

12は,筒型碗の口縁部片である。口縁部外壁に雷文を廻らし,草花文を描く。

13は,筒型碗の口縁部片である。口縁部外壁に山水文を描く。

14は,筒型碗の口縁部片である。口緑部外壁に四方樫文を廻らす。
　

　

　　 　　　 　 　 　

15は,被熱跡が見られる。高台は低くやや内湾する。器腹外壁に圏線を廻らす。
16は, 被熱跡が見られる。高台は低くやや内湾する。高台内に砂が多く付着している。器腹外壁に圏

線を廻らす。
17は,高台は低くやや内湾する。器腹外壁に圏線を廻らし, 陽刻模様が入る。

18は, 器腹外壁に圏線を廻らし, 陽刻模様が入る。

19は, 高台は低くやや内湾する。器腹外壁に陽刻模様が入る。

20は, 陽刻模様が入る,器腹部片である。

21は, 高台は低くやや内湾する。器腹外壁に二重の圏線を廻らし, 陽刻模様が入る。

22は, 青磁の香炉である。

o locm

第52図 国産磁器① (S=1/3)

0 locm

第53図 国産磁器② (S=1/3)
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b, 陶 器 E′anhenwale

出土した陶器は唐津系の陶器が主である。器形は皿・碗・瓶・莞などである。

皿類 Dishes

1は, 溝縁皿である。見込みに 3ヵ所の砂目跡が付く。口縁部は外反し,平らに外に摘み出す。口縁

部上面に溝状のへこみを設ける。高台は低く内湾し,畳付に 3ヶ所の砂目跡が付く。紬は全面に掛け

られる。

2は,見込みに砂目跡が付く。高台は低くやや内湾する。粕は器腹外壁の高台付根まで掛かり,高台

内は掛からず露胎となる。

3は, 見込みに砂目跡が付く。高台は低くやや内湾し高台内は浅い。畳付に 3ヶ所の砂日跡が付く。

紬は全面に掛けられる。

4は,見込みに脂土目跡が付く。高台は粗く削り出され低く,高台内は浅い。紬は裏側には見られな

　　　

5は, 見込みに 3ヶ所の砂目跡が付く。高台はやや高く内湾し高台内はやや深い。畳付に 3ヶ所の砂

目跡が付く。紬は全面に掛けられる。

6は, 見込みに 3ヶ所の砂目跡が付く。高台は低く内湾し, 高台内はやや深く,競櫨成形の痕が残る。

畳付に 3ヶ所の砂目跡が付く。紬は全面に掛けられる。

7は,見込みに3箇所の砂目跡が付く。高台は低くやや内湾し高台内は浅い。畳付に3ヶ所の砂目跡

が付く。紬は器腹外壁の高台付根まで掛かり,高台内は紬は掛からず露胎となる。

8は,見込みに3箇所の砂目跡が付く。高台は低くやや内湾する。紬は器腹外壁の腰部まで掛かり,

高台内は掛からず露胎となる。

9は, 見込みに 3箇所の砂目跡が付く。高台は低く内湾する。畳付に 3ヶ所の砂目跡が付く。紬は全

面に掛けられる。

10は, 見込みに狼櫨跡が見られる。高台は低くやや内湾し高台内は浅い。高台径はやや小さく,畳付

に 3ヶ所の砂目跡が付く。紬は全面に掛けられる。

11は,見込みに砂目跡が付く。高台は粗く削り出され低く,高台内は深い。粕は器腹外壁の腰部まで

掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

12は,見込みに3箇所の砂目跡が付く。高台は低くやや内湾し高台内は深い。粕は器腹外壁の高台付

根まで掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

13は, 全面に被熱痕がある。高台は低く内湾する。紬は全面に掛けられる。

14は, 高台は低くやや内湾し高台内は浅い。高台径はやや小さく,畳付に 3ヶ所の砂目跡が付く。粕

は器腹外壁の高台付根まで掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

15は,見込みに胎土目跡が付く。高台は粗く削り出され低く,高台内は浅い。紬は裏側には見られな

し)。

16は,見込みに砂目跡が付く。高台は粗く削り出され低く,高台内は浅い。粕は器腹外壁の高台付根

まで掛かり, 高台内は掛からず露胎となる。

17は, 見込みに 3箇所の砂目跡が付く。高台は低くやや内湾し高台内は浅い。畳付に 3ヶ所の砂目跡
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第54図 国産磁器⑤ (S=1/3)
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が付く。柚は全面に掛けられる。

18は,見込みに3箇所の砂目跡が付く。高台は低くやや内湾し高台内は深い。紬は器腹外壁の高台付

根まで掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

19は, 高台は高く内湾し,高台内は深い。高台径はやや小さく,畳付に砂目跡が付く。紬は器腹外壁

の高台付根まで掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

20は,見込みに砂目跡が付く。高台は低くやや内湾し,高台内は深い。紬は器腹外壁の高台付根まで

掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

21は, 見込みに砂目跡が付く。高台は粗く削り出され低く, 高台内はやや深い。高台径はやや小さく,

紬は器腹外壁の腰部まで掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

22は, 見込みに砂目跡が付く。高台は低く内湾し,高台内はやや深い。紬は全面に掛けられる。

23は,見込みに胎土目跡が付く。高台は粗く削り出され低く,高台内は浅い。紬は器腹外壁の腰部ま

で掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

24は, 見込みに 4箇所の砂目跡が付く。高台は低くやや内湾し高台内は浅い。畳付に 4ヶ所の砂目跡

が付く。稀は全面に掛けられる。

25は,見込みに3箇所の砂目跡が付く。高台はやや高く内湾し高台内はやや深い。畳付に3ヶ所の砂

目跡が付く。紬は全面に掛けられる。

26は, 見込みに4 ヶ所の砂目跡が付く。高台はやや高く内湾し,高台内はやや深い。紬は全面に掛け

られる。

27は, 高台は低く内湾し, 高台内は浅い。見込み及び畳付に砂目跡は見られない。

28は,見込みに胎土目跡が付く。高台は粗く削り出され低く,高台内は浅い。紬は裏側には見られな

　　　

29は,褐粕の皿である。見込みに 3ヶ所の砂目跡が付く。高台は低く内湾し,高台内は浅い。紬は全

面に掛けられる。見込みに胎土目跡が付く。高台は粗く削り出され低く,高台内は浅い。紬は器腹外

壁の腰部まで掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

30は,底部は平底で糸切痕が残る。紬は内面と器腹外壁の底部近くまで掛かる。

31は, 溝縁皿の口緑部片である。口縁部は平らに外に摘み出し折れ部分ははっきりと稜がでる。

32は, 口縁部は折縁の口縁で溝は無い。

33~37 は , 溝縁皿の口縁部片である。

38~52 は , 碗の高台部分である。

38は, 高台は低く直立し,高台内は中央に向かって傾斜している。紬は高台外壁面まで掛けられ, 高

台内は無紬で露胎となる。

39は, 高台は削り出され,高台際も約 lcmほど削っている。高台はやや高く直立する。糖は内面と器

腹外壁の底部近くまで掛かかり,高台内は掛からず露胎となる。

40は, 高台は低くやや内湾し,高台内は浅い。畳付全面に砂が付着しており,柚は全面に掛かる。

41は, 高台は低く内湾し,高台内は浅い。紬は全面に掛かる。

42は, 高台は削り出され, 高台際も約 lcmほど削っている。高台はやや高く直立する。高台径はやや

小さく,紬は内面と器腹外壁の腰部分まで掛かかり,高台内は掛からず露胎となる。

43は,高台はやや高く直立し,高台内は鞠櫨成形の痕が残る。紬は高台外壁面まで掛けられ,高台内

は無紬で露胎となる。

44は, 高台は低く内湾している。紬は高台際まで掛けられ, 高台内は無精で露胎となる。

45は, 高台は高く直立し,高台内は浅い。紬は高台際まで掛けられ,高台内は無紬で露胎となる。

46は, 高台は高く直立し, 高台内は深い。高台内は無紬で露胎となる。

47は, 高台は低く直立し, 高台内は浅い。紬は全面に掛けられる。

48は,高台は低く内湾し,高台内は浅い。紬は器腹外壁の腰部まで掛かり,高台内は掛からず露胎と

なる。

49・50は , 褐紬の碗である。

49は, 高台は粗く削り出され低く, 高台内は浅い。粕は裏側には見られない。

50は, 高台は低く内湾し, 高台内は浅い。紬は全体に掛かる。

51は,杯である。高台は低く内湾し,高台内は浅い。畳付に 4ヶ所の砂目痕が付く。

52は, 鉄絵杯である。口縁部は開いて外反し,器腹は深く,低い高台が付く。外壁に鉄稀で「十」の

字を描く。見込みに籾殻が付着している。

53~62 は , 灰紬陶器の皿である。

53は, 見込みに4ヶ所の砂目跡が現存する。高台は低く内湾し,高台内はやや深い。高台内は無粕で

露胎となる。

54は, 溝縁皿である。見込みに砂目跡が付く。口緑部は外反し,平らに外に摘み出す。口緑部上面に

僅かに溝状のへこみを設ける。高台は低く直立し, 高台内は浅い。

55は, 見込みに 5カ所の砂目跡が付く。高台は低く内湾し, 高台内はやや深い。純は器腹外壁の腰部

分まで掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

56は,見込みに砂目跡が付く。高台は高く内湾し,高台内は深く丁寧な作りである。紬は全面に掛け

られる。

57は,高台は高くやや内湾し,高台内は深く丁寧な作りである。紬は器腹外壁の腰部分まで掛かり,

高台内は掛からず露胎となる。

58は,見込みに胎土目跡が付く。高台は低く内湾し,高台内は浅い。油は高台内には掛からず露胎と

なる。

59は,高台は低く内湾し,高台内はやや深く丁寧な作りである。柚は器腹外壁の腰部分まで掛かり,

高台内は掛からず露胎となる。

60は, 高台はたかくやや内湾し, 高台内は深い。紬高台内も掛かる。畳付は掛からず露胎となる。

61は, 高台は高く直立し, 高台内は深い。粕は高台際まで掛かり高台内は掛からず露胎となる。

62は,見込みに砂目跡が付く。高台は低く内湾し,高台内は浅く丁寧な作りである。紬は器腹外壁の

腰部分まで掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

63は,褐油の皿である。高台は低くやや内湾し,高台内はやや深く丁寧な作りである。紬は高台内に

は掛からず露胎となる。
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6射ま,無紬の皿である。高台は低く内湾し,高台内は深い。

65~69 は , 褐軸の鉢である。

65は,高台は低く内湾し,高台内は浅く丁寧な作りである。紬は高台内には掛からず露胎となる。

66は,見込みに糖櫨成形の痕が残る。高台は粗く削り出され低く,高台内は浅い。純は裏側には見ら

れない。

67は,見込みに競櫨成形の痕が残る。高台は低く内湾し,高台内は浅い。紬は器腹外壁の腰部分まで

掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

68は,高台は粗く削り出され低く,高台内は浅い。紬は器腹外壁の腰部分まで掛かり,高台内は掛か

らず露胎となる。

69は,見込みに胎土目跡が付く。高台は粗く削り出され低く,高台内に糖櫨成形の痕が残る。粕は器

腹外壁の腰部分まで掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

70は, 二彩手の皿である。見込みに刷毛目を施し,文様は緑色に発色している。高台は低く内湾し,

高台内は浅い。高台径は小さく高台際に胎土目の痕が残る。紬は全面に掛けられる。

71は,胎土目段階の鉄絵皿である。高台は粗く削り出されかなり低く,高台内は浅い。

72は, 二彩手の皿である。見込みに刷毛臼を施す。高台は低く内湾し,高台内は深く,丁寧な作りで

ある。畳付に胎土目痕が付く。紬は全面に掛けられる。

73は,二彩手の皿である。見込みに刷毛目を施す。高台は低くやや内湾し,高台内は浅く丁寧な作り

である。畳付幅は広く,胎土目痕が付く。紬は全面に掛けられる。

74は,鉄絵皿である。見込みに砂目跡が付く。高台は粗く削り出され低く, 高台内はやや深い。純は

器腹外壁の腰部分まで掛かり,高台内は掛からず露胎となる。

75は, 鉄絵の皿である。見込みに砂目跡が付く。高台は低く内湾し,高台内は浅い。高台内壁に砂目

跡が付く。紬は全面に掛けられる。

76は, 二彩手の皿である。見込みに刷毛目を施する。高台は低く内湾し,高台内は深く,丁寧な作り

である。紬は全面に掛けられる。

77~79 は, 二彩手の皿の口縁部片である。口緑部は外反し,平らに外に摘み出す。口縁部から内面に

かけて刷毛目を施し,葦唐草文を描く。
80・81は, 二彩手の皿の口縁部片である。口緑部は溝緑となる。口緑部から内面にかけて刷毛目を施

す。

82~8 射ま, 二彩手の皿の口緑部片である。口縁部は外反し,平らに外に摘み出す。口縁部から内面に

かけて刷毛目を施す。

82は,被熱痕がある。

85・86は, 鉄絵皿の器腹部片で, 内壁面に鉄絵を描く。

87~93 は, 揺鉢の口縁部片である。褐紬が口緑部付近の内外面だけに掛かる。

94は,摺金津の高台部分である。御目は 9本。

95・96は, 片口鉢の注ぎ口部片である。にぷい樽色の素地に褐紬がかかる。口縁部は外反し,褐紬は

掛からない。

95は, 器腹外壁に穴を開け,注ぎ口を取り付ける。

96は, 口緑部下を半円状に削ぎ取り,注ぎ口を取り付ける。

97は,鉢の底部である。暗オリーブ色の紬が掛かり, 見込みに犠輯成形の痕が残る。底部は糸切り後

に高台を削り出す。高台内は浅い。

98は, 鉢の口縁部片である。口縁部は外反し, 内面に鉄純で文様を描く。灰色の紬が全面に掛かる。

99は, 小壷である。暗オリーブ色の紬が外面に掛かり, 内面は露胎となる。外壁面に鉄紬で文様を描

く。

tooは, 小壷である。灰オリーブ色の紬が内外面に掛かる。器腹外壁面に黒豆大の異物が付着してい

る。

totは, 小鉢の口縁部片である。灰オリーブ色の油が掛かる。

to2は, 小壷である。灰色の稲が内外面に掛かる。高台は碁笥底となり, 高台内は浅い。

to3は,小瓶の底部である。黄褐色の油が外面に掛かる。内部見込みには鞠櫨成形の痕が残り,底部

は平底で紬の溜りが多い。

to4は, 鉄紬が掛かる小瓶の底部分である。底部は平底となり,紬は掛からず,露胎となる。

to5は, 無精の小瓶の底部分である。底部は平底となり,籾殻が付着している。

to6は, 小瓶の底部分である。にぷい橋色の素地に,灰色の紬が掛かる。底部は糸切り後に高台を削

り出し, 高台内は浅い。畳付に糸切り痕が残る。

to7は, 瓶の底部分である。底部は糸‐切り後に高台を削り出し, 高台内は浅い。灰色の紬が器腹外壁

腰部分まで掛かる。

to8は, 瓶の低部分である。灰褐色の素地に,灰オリーブ色の紬が外壁底部まで掛かる。

to9は, 瓶の底部分である。底部は平底となり,粕が掛かる。

ttoは, 瓶の底部分である。灰オリーブ色の紬が腰部分まで掛かる。底部は糸切り後に高台を削り出

し,高台内は浅い。

titは,瓶の底部分である。白灰色の柚が底部分まで掛かる。底部は糸切り後に高台を粗く削り出し,

高台内は浅い。

--2は, 瓶の底部分である。底部は平底となり,糸切り痕が残る。オリーブ灰色の紬が底部まで掛か

る。

--3は, 無精の瓶の底部分である。底部は平底となる。

--4は, 壷の底部分である。褐色の柚が内外面に掛かり,底部は平底となる。

--5ば, 泰の底部分である。灰白色の紬が底部分まで掛かり,底部は平底である。

--6は, 壷の底部分である。暗オリーブ色の紬が底部分まで掛かり,底部は平底で貝目痕が付く。

--7は, 壷の底部分である。明黄褐色の紬が外面にかかり,底部は平底となる。

--8は,褐色の紬が外面に掛かり,底部は平底となる。

--9は,褐色の紬が内外面に掛かり,底部は平底となる。

120は, 瓦質で,底部は平底となる。器腹外壁に刻線が入る。

121~t28 は , 壷の口縁部片である。
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129~132 は, 瓶の口縁部片である。朝顔形に開いた口緑部を持つ。

133は,瓶の口縁部片である。口縁部は欠損しているが,朝顔形に開いた口縁部を持つと思われる。

134~147 は , 壷の口縁部片である。 134 ・135 ・137 ・138 ・139 ・144 ・145 ・147に貝目痕が残る。

140は, 口緑部は内側に折れ,玉縁状となる。

141は, 頭部を持ち, 口緑部は玉縁状となる。内外面に飴粕が掛かる。

148~150 は, 瓶の口縁部片である。朝顔形に開いた口縁部を持つ。

149は, 口緑部は欠損しているが,朝顔形に開いた口縁部を持つと思われる。外壁に刷毛目を施す。

151は, 壷の耳部分である。褐色の紬が内外面に掛かる。

152は, 瓶の底部分である。底部は平底となる。

153は, 弼の器腹部分である。外壁には褐紬が掛かり, 内面には粕の垂跡が残る。

154は,壷の器腹部分である。胴部に 1本の縄文を廻らし, 内面は同心円状の叩き痕が残る。

155は,壷の底部分である。内外面に褐純が掛かる。底部は平底になる。

156は, 内面と外壁腰部分に柚が掛かる。底部は平底で,糸切り痕が残る。

157は, 壷の底部分である。内外面に褐紬が掛かり,底部は平底である。

158~167 は , 嚢の底部分である。

158は, 内外面に褐紬が掛かる。底部は平底で,2 ヶ所貝目痕が残る。

159は, 内外面に褐紬が掛かる。底部は平底で, 内面に競櫨成形の痕が残る。

160は, 無紬である。内面は同心円状の叩き痕が残る。

161は, 底部は平底で,紬が掛かる。

162は, 底部は平底で,外面にオリーブ黄色の紬が掛かる。内面は一面に黒い炭状のものが付着して

い る。

163は, 褐精が内外面に掛かる。底部は平底で,外壁面に格子状の叩き痕が残る。

16好ま,底部は平底で, 内外面に褐紬が掛かる。内面は格子状の叩き痕が残る。

165は, 底部は平底で,外面に褐紬が掛かるがほとんど剥げ落ちている。内面底部ににぷい蚤樺色の

紬が桂トかる。

166は, 底部は平底で, 内外面に飴紬が掛かる。底部は紬が掛からず,露胎となる。

16力ま,底部は平底で, 内外面ににぷい黄橋色の紬が掛かる。底部は紬が掛からず, 露胎となる。
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G) 瓦 RoofTiles

出土した瓦は軒丸,軒平, 丸, 平, 飾り瓦である。

ヒ 接合A

1 接合B

　
　
　

に
舞

尻

鱈
ノ＼

頭

　　　
凹面

面の面取り

≦~ ＼ //も ぎ、 馨 糞 . ※『森岳城跡』長崎県文化財調査報告書166集
A B 長崎県教育委員会を参考とした。

第81図 本瓦の部分名称

a. 軒 丸 瓦 Round Eave‐EndTiles

lは,左巻きの三巴文で, 巴尾部は互いに接し圏線をなしている。珠文は 7個残存している。巴頭は

玉状となる。瓦当裏面はナデ調整が施される。色調はにぷい黄槽色を帯びている。

2は,左巻きの三巴文で, 巴尾部は互いに接し圏線をなしている。珠文は 5個残存しているが磨耗が

激しい。瓦当裏面はナデ調整が施される。色調は暗青灰色を帯びている。

3は,右巻きの三巴文で, 巴尾部は互いに接しない。巴頭は太く楕円状となり,頂部は平らに削られ

る。珠文は,小さくはっきりとした珠で 6個残存している。瓦当裏面はナデ調整が施される。色調は

暗青灰色を帯びている。

4は,右巻きの三巴文で, 巴尾部は互いに接しない。巴頭は太く楕円状となる。珠文は,小さ Q まっ

きりとした珠で 8個残存している。瓦当裏面はナデ調整が施される。色調は暗青灰色を帯びている。

5は,左巻きの三巴文で, 巴尾部は互いに接しない。巴頭は玉状となるが, 断面は三角形である。色

調は暗青灰色を帯びている。

6は,左巻きの三巴文で, 巴尾部は互いに接し圏線をなしている。巴頭は先端が尖っている。珠文は

9個残存している。瓦当裏面はナデ調整が施される。色調はにぷい黄橋色を呈し, 裏面は暗灰色のい

ぶしが剥げ落ちた状態である。

7は,左巻きの三巴文で, 巴尾部は互いに接し圏線をなしている。巴頭は玉状となる。珠文は 6個残

0 1ocm 養 存し不定形である。色調は暗青灰色を帯びている。1 1 ・ t ・ ・ 1 1諺

第80図 国産陶器⑩ (S=1/3) 8は,左巻きの三巴文で, 巴尾部は互いに接し圏線をなしている。珠文は 6個残存している。巴頭は

-86- -87-



楕円状となる。瓦当裏面はナデ調整が施され,丸瓦凹面はヘラによるナデ調整が施され, コビキBの

痕跡もみられる。色調は暗青灰色を帯びている。

9は, 巴部分は欠損して不明だが,僅かに巴尾部が残っているため左巻きの巴文で, 巴尾部は互いに

接し圏線をなしていることが判る。珠文は 4個残存している。巴頭は楕円状となる。丸瓦凹面はヘラ

によるナデ調整が施され, コビキBの痕跡もみられる。色調は晴灰色を帯びている。

loは, 巴部分は欠損して不明だが,僅かに巴尾部が残っているため右巻きの巴文で, 巴尾部は互いに

接しない。珠文は 4個残存している。丸瓦凸面はヘラ状工具によるナデ調整が施される。凹面は布目

痕 , とコビキA の痕跡もみられる。色調は暗青灰色を帯びている。

11は,左巻きの三巴文で, 巴尾部は互いに接し圏線をなしている。珠文は 4個残存している。焼成は

甘く,色調は浅黄色である。

12は,左巻きの三巴文で, 巴尾部は互いに接しない。巴頭は玉状となるが, 断面は三角形である。色

調は暗灰色を帯びている。

13は, 周縁部分と文様区が破損しているが,左巻きの三巴文で, 巴尾部は互いに接しない。巴頭は玉

状となるが, 断面は三角形である。丸瓦凹面は布目痕, とコビキA の痕跡もみられる。色調は暗青灰

色を帯びている。
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b 。丸瓦 Half‐RoundTiles

14は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,玉縁部に対し

左下がり方向の斜位のコビキA痕と, 布目痕も見られる。色調は暗緑灰色を帯びている。

15は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,玉縁部に対し

左下がり方向の斜位のコビキA痕と,布目痕も見られる。色調は凸面半分にオリーブ黄色と灰色を帯

びている。

16は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,玉縁部に対し

左下がり方向の斜位のコビキA痕と,布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。焼成は良好で,

色調は緑灰色を帯びている。

17は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,玉縁部に対し

左下がり方向の斜位のコビキA痕と, 布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。焼成は良好で,

色調は暗灰色を帯びている。

18は, 凹面は, 玉縁部に対し右下がり方向の斜位のコビキA痕と, 布目痕も見られる。玉縁下には撚

り紐痕も残る。また,釘穴が開いており, 凸面から凹面に向け穿孔されている。色調は灰色を帯びて

い る 。

19は, 玉縁部分は欠損している。凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げてい

る。凹面は,玉縁部に対し左下がり方向の斜位のコビキA痕と, 布目痕も見られる。玉縁下には撚り

紐痕も残る。色調は緑灰色を帯びている。

20は, 凸面はヘラ大工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,玉縁部に対し

左下がり方向の斜位のコビキA痕と,布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は緑灰色

を帯びている。

21は, 凸面はヘラ大工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,玉縁部に対し

左下がり方向の斜位のコビキA痕と, 布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。また,釘穴が

開いており, 凸面から凹面に向け穿孔されている。色調は緑灰色を帯びている。

22は, 凸面はヘラ状工具での調整が施されている。凹面は, 玉縁部に対し左下がり方向の斜位のゴビ

キA痕が見られる。色調は緑灰色を帯びている。

23は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,玉縁部に対し

左下から右下側にカーブする斜位のコビキA痕と, 布目痕も見られる。色調は緑灰色を帯びている。

24は, 凹面は, 玉縁部に対し右下がり方向の斜位のコビキA痕と, 布目痕も見られる。玉縁下に撚り

紐痕も残る。色調は暗緑灰色を帯びている。

25は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,玉縁部に対し

左下がり方向の斜位のコビキA痕と,布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は暗緑灰

色を帯びている。

26は, 玉縁部分は欠損している。凸面はヘラ状工具での調整が施されるが粗い。凹面は,玉縁部に対

し左下がり方向の斜位のコビキA痕と,布目痕も見られる。色調は緑灰色を帯びている。
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第89図 丸瓦⑥ (S=-/4)

27は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,玉縁部に対し

左下がり方向の斜位のコビキA痕と,布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は緑灰色

を帯びている。

28は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,玉縁部に対し

右下がり方向の斜位のコビキA痕が見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は緑灰色を帯びてい

る。

29は, 玉縁部分は欠損している。凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げてい

る。凹面は, 玉縁部に対し左下がり方向の斜位のコビキA痕と, 布目痕も見られる。玉縁下には撚り

紐痕も残る。焼成は良好で,色調は暗緑灰色を帯びている。

30は, 玉縁部分は欠損している。凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げてい

る。凹面は, 玉縁部に対し左下がり方向の斜位のコビキA痕と, 布目痕も見られる。色調は緑灰色を

帯びている。

31i.ま, 玉縁部分は欠損している。凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げてい

る。凹面は,玉縁部に対し左下がり方向の斜位のコビキA痕と,布目痕も見られる。玉縁下には釘穴

がある。色調は暗緑灰色を帯びている。

32は, 凹面は, 玉縁部に対し左下がり方向の斜位のコビキA痕と, 布日痕も見られる。玉縁下に撚り

紐痕も残る。色調は暗緑灰色を帯びている。

33は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,玉縁部に対し

右下がり方向の斜位のコビキA痕と,布目痕も見られる。玉縁下に撚り紐痕も残る。色調は暗緑灰色

を帯びている。

34は, 玉縁部分は欠損している。凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げてい

る。凹面は,玉縁部に対し右下がり方向の斜位のコビキA痕と, 布目痕も見られる。また,板状工具

によるオサエ痕が残る。色調は緑灰色を帯びている。

35は, 玉縁部分は無く,瓦の頭尻部面を面取りしている。凸面はヘラ状工具での調整が施され, さら

にナデ調整で仕上げている。凹面は,撚り紐痕に対し下方向にコビキA痕が見られる。焼成は良好で,

色調は暗青灰色を帯びている。

36は, 玉縁部分と思われる部分には段は付かず, 凸面から弓なりになる。凸面はヘラ状工具での調整

が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,撚り紐痕に対し左下がり方向の斜位のコビキA

痕が見られる。色調は暗オリーブ灰色を帯びている。

37は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕と,布目痕が見られる。玉縁下には撚り

紐痕も残る。粒子が粗くlcm大の小磯を含み,色調は浅黄色を帯びている。

38は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕と,

布目痕が見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は灰色であるが, 凸面の一部に浅黄色を帯びて

いる。

39は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面は布目痕が見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調
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は灰色である。

40は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕と,

布目痕も見られる。また,板状工具によるオサエ痕が残る。色調は暗緑灰色と白灰色を帯びている。

41は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕と,布目痕が見られる。色調は緑灰色を

帯びている。

42は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕と,

布目痕が見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。焼成は良好で,色調は灰色を帯びている。

43は, 凸面は横方向にナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕が見られる。色調は緑灰色を帯

びている。

44は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は, コピキ B痕と,

布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は灰色を帯びている。

45は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキ B痕と,

布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は灰色を帯びている。

46は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕と, 布目痕が見られる。玉縁下には撚り

紐痕も残る。粒子が粗く0.8cm大の小磯を含み,色調は灰色を帯びている。

47は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕が見られる。色調は灰色を帯びている。

48は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキ B痕と,布目痕が見られる。玉縁下には撚り

紐痕も残る。色調はオリーブ灰色を帯びている。

49は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は,玉縁部に対し

左下がり方向の斜位のコビキA痕と,布目痕が見られる。粒子が粗くlcm大と2cm大の小磯が含まれ

る。色調は浅黄色を帯びている。

50は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕と,

布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は灰色を帯びている。

51は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面は,布目痕が見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色

調はにぷい黄色を帯びている。

52は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕と,布目痕も見られる。玉縁下には撚り

紐痕も残る。色調は暗緑灰色を帯びている。

53は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, ナデ調整で仕上げている。凸面玉緑端は面取りしている。

凹面は, コビキB痕と,布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は浅黄色を帯びている。

54は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面はコビキB痕と, 布目痕も見られ,玉縁に対し下側に刻

線痕が残る。中央部には撚り紐痕も残る。色調はにぷい黄色を帯びている。

55は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, ナデ調整で仕上げている。凹面はコビキB痕と, 布目痕

が見られる。釘穴が開いており, 凸面から凹面に向け穿孔されている。色調は灰色を帯びている。
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56は, 凸面にヘラ状工具での引っ掻き痕が残る。凹面はコビキB痕と,布目痕が見られる。釘穴が開

いており, 凸面から凹面に向け穿孔されている。色調は灰色を帯びている。

57は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面はコビキ B痕と,布目痕が見られる。釘穴が開いており,

凸面から凹面に向け穿孔されている。色調は灰オリーブ色を帯びている。

58は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面はコビキ B痕が見られる。釘穴が開いており, 凸面から

凹面に向け穿孔されている。色調は白灰色を帯びている。

59は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕と,

布目痕も見られる。釘穴が穿孔され,色調は浅黄色を帯びている。

60は, 凸面にヘラ状工具での引っ掻き痕が残る。凹面は布目痕が見られる。釘穴が開いており, 凸面

から凹面に向け穿孔されている。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は暗青灰色を帯びている。

61は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕が

見られる。色調は浅黄色を帯びている。

62は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面は布目痕が見られる。色調は灰色を帯びている。

63は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面は布目痕が見られ,玉縁部から下方向に刻線が残る。色

調はオリーブ灰色を帯びている。

64は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面はコピキB痕と,布目痕が見られる。色調は暗灰色を帯

びている。

65は, 凸面はナデ調整で仕上げている。凹面はコビキ B痕と,布目痕が見られる。色調はにぷい黄橋

色を帯びている。

66は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕と,

布目痕も見られる。色調は灰オリーブ色を帯びている。

67は, 玉縁部裏面にゴザ状痕が残る。色調は灰色を帯びている。

68は, 凸面はヘラ状工具での調整が施され, さらにナデ調整で仕上げている。凹面は, コビキB痕と,

布目痕も見られる。色調は灰オリーブ色を帯びている。

69は, 玉縁部裏面にゴザ状痕と布目痕が見られる。色調は灰色を帯びている。

70は,玉縁部裏面にゴザ状痕と布目痕が見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は緑灰色を帯び

ている。

71は, 玉縁部裏面にゴザ状痕が残る。色調はにぷい黄色を帯びている。

72は, 凹面は, コビキB痕と,布目痕も見られる。玉縁部裏面にゴザ状痕が残る。色調は灰オリーブ

色を帯びている。

73~91 は, 玉縁部分で比較的玉縁幅が長いものである。

73は , 玉縁幅は4.4.cmを計る。凸面はヘラ状工具での調整が施 され , さらにナデ調整で仕上げている。

凹面は, コビキ B痕と,布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は暗灰色を帯びている。

74は , 玉縁幅は4.ocm を計る。凸面はヘラ状工具での調整が施され , さらにナデ調整で仕上げている。

凹面は,玉縁部に対し左下がり方向の斜位のコビキA痕と,布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕

-109-



も残る。色調は暗灰色を帯びている。

75は, 玉縁幅は4.2cmを計る。凹面は, コビキB痕と, 布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残

る。色調は灰色を帯びている。

76は, 玉縁幅は4.2cmを計る。凹面は布目痕が見られ,玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は暗オリー

ブ灰色を帯びている。 著

77は, 玉縁幅は4.ocmを計る。凹面は布目痕が見られる。色調は暗オリーブ灰色を帯びている。

78は, 玉縁幅は4.lcmを計る。凹面は, コビキB痕と,布目痕も見られる。玉縁下には撚り紐痕も残

る。色調は灰色を帯びている。

79は, 玉縁庁感熱 .lcmを計る。凹面は布目痕が見られ,玉縁下には撚り紐痕も残る。色調 畑音灰色を 墓

帯びている。

80は 玉縁幅ま4‐5m を計るo 玉縁下には撚り紐痕も残るo色調ま暗オリーブ灰色を帯びている。 書 -

81は, 玉縁幅は5.7cmを計る。玉縁部裏面に布目痕と玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は暗緑灰色を

帯びている。 至

8怨ま, 玉縁幅は5.om を計る。玉縁部裏面に布目痕と,玉縁部に対し左下がり方向の斜位のコビキA 1 -

痕が残る。色調は暗青灰色を帯びている。

83は, 玉縁幅は5,lcmを計る。玉縁部裏面に布目痕と, コピキB痕が残る。色調は暗緑灰色を帯びて

% 。 墓
84は, 玉縁幅は5.2cmを計る。玉縁部裏面に布日痕が残る。色調は灰色を帯びている。 暮

85は, 玉縁幅は4.7cmを計る。玉縁部裏面に布目痕と,玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は暗オリー

ブ灰色を帯びている。

86は, 玉縁幅は4.6cmを計る。玉縁部裏面は横方向に刻線痕が残る。色調は暗青灰色を帯びている。

87は, 玉縁幅は4.6cmを計る。凹面は布目痕が見られ, 玉縁部裏面に布目痕と玉縁下には撚り紐痕も

残る。色調は暗青灰色を帯びている。

“躯 .勲詠mを計な。詠 琳欝 謝 線れ繕 げ撒 繍 ひも 董 -
　玉縁裏こゴザ状痕,凹面は布目痕も見られ,玉縁座 は撚り紐痕も残る。色調は暗灰色を帯びてぃる。 室

89は 玉縁憾 5.如 を計る。色調は暗灰色を帯びている。 葦

90は, 玉縁幅は5.3cmを計る。凹面は布目痕が見られる。色調は暗オリーブ灰色を帯びている。

91は, 玉縁幅は4.2cmを計る。玉縁部に対し左下がり方向の斜位のコビキA痕が残る。色調は暗青灰

色を帯びている。

92は, 玉縁幅は4.8cmを計る。玉縁部裏面に布目痕と玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は暗青灰色を

帯びている。

93は, 玉縁部先端は破損しており全長は不明だが,残存玉縁幅で4.ocmを計る。玉縁部裏面に布目痕

と玉縁下には撚り紐痕も残る。色調は暗青灰色を帯びている。

54
、

--

、

- ⑭ -

55

0 locm

第100図 丸瓦⑰ (S=1/4)

-110- -111-



へ「 -

56

59

てき 6057

- ◎

61

0 10cm
1 1 -o locm

第102図 丸瓦⑬ (S=1/4)
第101図 丸瓦⑩ (S=1/4)

-113
-112-

ic

挙
/
1
1
11
1{
1
.
≦

て
＼
ノ
も
γ;;
＼と
く〆/

き、;・く
;
＼ハ＼、＼
Y
へY′



i,
,,iE

ii1;めrー
- 1 1 1
1. 1

　　　　　
1 : 11 .
′ 11.

ノ
′

ノ

1
ノ′
,

62

/////{ ミニ 66

ー

,

;;{ ＼ぐ＼>67

64

65

0 locm

第104図 丸瓦⑩ (S=1/4)

o locm

　　　
　　　　
　　　　

＼′̂
＼●/<"Y

第103図 丸瓦⑳ (S=1/4)

-115-
-114-

-
ヨ
.



　 　 　 　 　

1,

- 「ー

　　　　　　

ラノ
,
＼ご＼)7o

蕎ジー
1

　 　　

/// ′-)r フ4

71

ノ
≦

〔
＼〉 75

;/ ＼〉 72

/////{
ご
＼ 76

.
N

.

73

0 locm

o locm

第106図 丸瓦⑳ (S=1/4)
第105図 丸瓦⑱ (S=1/4)

-117-
-116 洲

ー

‐
【
.

も働
き
多
芸
¥
“)、′〆4多}γ＼た
〆
ミ
ぐち〉
“
/γ＼;
′

ー

【

ー

,, L



( r77

///; ′- き 78

1

も‐響

/ ‘ { :
・
82

0 10cm

第108図 丸瓦⑮ (S;- /4)

o locm

　

γ;〈
:′′、′/＼′＼＼′′ノノ＼′′′＼＼

ノ＼＼
′＼′＼●
′~′′＼＼
;′′
Y′＼＼。′′＼

　　　　
　　　
　
　
　　　　
　
　
　　

第107図 丸瓦@(S=1/4)

-119-
-118-

ー

」 r

ー

ヒ

.{



ノ;胎 〉 87

ムタ ヘ 、＼＼ 88

　 　 　
E 89 ;

,
"

一三 :＼＼ 5

:三 ぐ＼＼ 90

///
′
/
ミ ト
、86

0 10cm

第110図 丸瓦⑰ (S=1/4)

o locm

第109図 丸瓦⑩ (S=1/4)

-121-
-120-

, .・.
.
・

.
戸



c. 軒 平 瓦 ConcaveEave ‐EndTiles

94~109 は , 小ぶ りの軒丸瓦である。

94~108 は, 中心飾りは三葉で,左右に 2転する均等唐草文である。 1転目は中心飾の下から緩やか

に伸び,2 転目は 1点目巻の下に接したところから連続して始まり, 先端は下向きに強く巻く。瓦当

脇区の上部が上がりぎみである。瓦当上部には面取調整を行う。色調は暗青灰色を帯びている。

101は, 体部凸面に布目痕が残る。色調は灰黄色を帯びている。

109は, 中心部が欠損しており, 中心飾りは不明である。僅かに残る唐草文は,先端が上向きに強く

巻く。色調は灰色を帯びており,全体的に銀化現象が見られる。

1loは, 中心飾りは三葉で,左右に 2転する均等唐草文である。唐草の線は太く,1 転目は, 中心飾

の下から緩やかに伸び下向きに強く巻く。 2転目は,1 転目の巻の上に接したところから連続して始

まり,先端は下向きに強く巻く。子葉が中央飾り脇から上下に出る。瓦当上部には中央部にかけて面

取調整が施され,顎の断面は角張っている。色調は暗青灰色を帯びている。

111は, 中心飾りは三葉で,左右に 2転する均等唐草文である。唐草の線は太く,1 転目は, 中心飾

の下から緩やかに伸び下向きに強く巻く。 2転目は欠損しており不明である。子葉が中央飾り脇から

上下に出る。瓦当上部には面取調整が施され,顎の断面は角張っている。色調は暗緑灰色を帯びてい

る。

112は, 中心飾りは欠損のため不明である。左右に 2転する均等唐草文であり,唐草の線は太く,1

転目は,中心飾の下から緩やかに伸び下向きに強く巻く。 2転目は 1転目の巻の上に接したところか

ら連続して始まり,先端は下向きに強く巻く。子葉が中央飾り脇から上下に出る。瓦当上部には面取

調整が施され,顎の断面は角張っている。色調は暗緑灰色を帯びている。

113は, 中心飾りは欠損のため不明である。左右に 2転する均等唐草文であり,唐草の線は太く,1

転目は, 中心飾の下から緩やかに伸び下向きに強く巻く。 2転目は 1転目の巻の上に接したところか

ら連続して始まり,先端は下向きに強く巻く。子葉が中央飾り脇から上下に出る。瓦当上部には面取

調整が施され,顎の断面は角張っている。色調は暗緑灰色を帯びている。

114は, 中心飾りは欠損のため不明である。左右に 2転する均等唐草文であり,唐草の線は太く,1

転目は, 中心飾の下から緩やかに伸び下向きに強く巻く。 2転目は 1転目の巻の上に接したところか

ら連続して始まり,先端は下向きに強く巻く。瓦当上部には幅広く面取調整が施され,顎の断面は角

張っている。色調は暗緑灰色を帯びている。

115は, 中心飾りは欠損のため不明である。左右に 2転する均等唐草文であり,唐草の線は太く,1

転目は, 中心飾の下から緩やかに伸び下向きに強く巻く。 2転目は 1転目の巻の上に接したところか

ら連続して始まり,先端は下向きに強く巻く。顎の断面は角張っている。色調はオリーブ灰色を帯び

ている。

116は, 瓦当部分を‐-部破損しているだけで, ほぼ完形である。中心飾りは三葉で,左右に 2転する

均等唐草文である。唐草の線は太く,1 転目は, 中心飾の下から緩やかに伸び下向きに強く巻く。 2
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転目は 1転目の巻の上に接したところから連続して始まり,先端と.土下向きに強く巻く。子葉が中央飾

り脇から上下に出る。瓦当上部には面取調整が施され,顎の断面は角張っている。色調は暗緑灰色を

帯びている。

117は, 瓦当部分の残りは少ないが,平瓦部分は残りが良い。中心飾りむま不明だが,左右に 2転する

均等唐草文である。唐草の線は太く,1 転目は欠損しており,2 転目は 1転目の巻の上に接したとこ

ろから連続して始まり,先端は下向きに強く巻く。瓦当上部には面取調整が僅かに見られ,顎の断面

は角張っている。色調は灰白色を帯びている。

118は,瓦当部分の周縁部片である。文様は不明だが,僅かに残る唐草から前述の瓦と同様の瓦と思

われる。顎の断面は角張っており,色調は青灰色を帯びている。

119は, 中心飾りは三葉で,左右に 3転する均等唐草文である。唐草の線は細く, それぞれが接して

いない。 1転目は, 中心飾の上から伸び上向きに強く巻く。 2転目は下向きに強く巻く。 3転目は上

向きに強く巻く。 1転目の斜め上に珠文が 1個づつ存在する。瓦当上部は面取調整が施され,顎の断

面は角張っているが, ナデ調整で稜が丸みをおびている。全体的にナデ調整が施され,色調は浅黄色

を帯びている。

120は, 瓦当の右側半分以外は欠損している。中心飾りは三葉で,左右に 3転する均等唐草文である。

唐草の線は細く, それぞれが接していない。 1転目もま, 中心飾の上から伸び上向きに強く巻く。 2転

目は下向きに強く巻く。 3転目は上向きに強く巻く。 1転目の斜め上に珠文が 1個存在する。瓦当上

部は面取調整が施され,顎の断面は角張っている。全体的にナデ調整が施され, 色調は暗青灰色を帯

び、て い る 。

12目ま, 瓦当の左側半分以外は欠損している。中心飾りこま三葉で,左右に 3転する均等唐草文である。

唐草の線は細く, それぞれが接していない。 1転目は, 中心飾の上から伸び上向きに強く巻く。 2転

目は下向きに強く巻く。 3転目は上向きに強く巻く。 1転目の斜め上に珠文が 1個存在する。瓦当上

部は面取調整が施され,顎の断面は角張っている。全体的にナデ調整が施され,色調は暗青灰色を帯

びている。

122は, 瓦当の中央部 1/3 を残す以外は欠損している。中心飾りは三葉である。唐草文は 1転目し

か残ってないが,均等唐草文であると思われる。唐草の線は細く,1 転目は, 中心飾の上から伸び上

向きに強く巻く。瓦当上部は面取調整が施され,顎の断面は角張っている。全体的にナデ調整が施さ

れ,色調は暗青灰色を帯びている。

123は, 瓦当の左側半分の下部以外は欠損している。中心飾りは三葉で,左右に 3転する均等唐草文

である。唐草の線は細く, それぞれが接していない。 1転目は, 中心飾の上から伸び上向きに強く巻

く。 2転目は下向きに強く巻く。 3転目は上向きに強く巻く。瓦当上部は面取調整が施され,顎の断

面は角張っている。全体的にナデ調整が施され, 色調は浅黄色を帯びている。

124は, 瓦当の右側 1/3 を残す以外は欠損している。中心飾りは不明で,唐草文は 2転が残り,均

等唐草文である。唐草の線は細く, それぞれが接していない。残存する唐草文は両者とも強く巻く。

瓦当上部は面取調整が施され, 顎の断面は角張っており,分厚い顎下部である。瓦当接合部はヘラ状

工具によるナデ整形が施されている。色調は暗青灰色を帯びている。

125は, 瓦当の右側 1/3 を残す以外は欠損している。中心飾りは不明で,唐草文は 3転が残り,均

等唐草文である。唐草の線は細く, それぞれが接していない。残存する唐草文は全て強く巻く。瓦当

上部は面取調整が施され,顎の断面は角張っており, 分厚い顎下部である。瓦当接合部は, 指ナデ整

形が施されている。色調は暗青灰色を帯びている。

126は, 瓦当の左側 1/3 を残す以外は欠損している。中心飾りは不明で,唐草文は 3転が残り,均

等唐草文である。唐草の線は細く, それぞれが接していない。残存する唐草文は全て強く巻く。瓦当

上部は面取調整が施され,顎の断面は角張っている。瓦当接合部は, 指ナデ整形が施されている。色

調は暗青灰色を帯びている。

127は, 瓦当の左側 1/3 を残す以外は欠損している。中心飾りは不明で,唐草文は 3転が残り,均

等唐草文である。唐草の線は細く, それぞれが接していない。残存する唐草文は全て強く巻く。瓦当

上部は面取調整が施され,顎の断面は角張っている。色調は浅黄色を帯びている。

128は, 瓦当の右側 2/3 を残す以外は欠損している。中心飾りは三葉で,左右に 3転する均等唐草

文である。三葉および唐草の線は細いが, はっきりとした文様である。唐草はそれぞれが接せず,1

転目は,中心飾の下から伸び下向きに強く渦巻き状に巻く。 2転目は,上向きに強 0渦巻き状に巻く。

3転目は下向きに強く渦巻き状に巻く。 1転目横に珠文が 1個残り,左側にも珠文が付くと思われる。

左側 1転目下には「大」の字状の欠損した一部分が残る。瓦当上部は面取調整が施され,顎の断面は

角張っている。瓦当接合部は,指ナデ整形が施されている。色調は白灰色を帯びている。

129は, 瓦当の左側 2/3 を残す以外は欠損している。中心飾りは三葉で,左右に 3転する均等唐草

文である。三葉および唐草の線は細いが, はっきりとした文様である。唐草はそれぞれが接せず,1

転日は,中心飾の下から伸び下向きに強くテ局巻き状に巻く。 2転目は,上向きに強く渦巻き状に巻く。

3転目は下向きに強く渦巻き状に巻く。 1転目横に珠文が 1個残る。左側 1転日下には「大」の字状

の文様が残る。瓦当上部は面取調整が施され, 顎の断面は角張っている。瓦当接合部は,指ナデ整形

が施されている。色調は緑灰色を帯びている。

130は,瓦当の左側半分を残す以外は欠損している。中心飾りは三葉で,左右に3転する均等唐草文

である。三葉および唐草の線は細いが, はっきりとした文様である。唐草はそれぞれが接せず,1 転

目は,中心飾の下から伸び下向きに強く渦巻き状に巻く。2転目は,上向きに強く渦巻き状に巻く。

3転目は下向きに強く渦巻き状に巻く。 1転目左下には珠文が 1個残り,右下には「大」の字状の文

様が残る。瓦当上部は面取調整が施され,顎の断面は角張っている。瓦当接合部は, 指ナデ整形が施

されている。色調は青灰色を帯びている。

131は, 瓦当の左側 2/3 を残す以外は欠損している。中心飾りは三葉で,左右に 3転する均等唐草

文である。三葉および唐草の線は細いが, はっきりとした文様である。唐草はそれぞれが接せず,1

転目は,1::1もじ、飾の下から伸び下向きに強く渦巻き状に巻く。 2転目こま,上向きに強く渦巻き状に巻く。
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3転目は下向きに強く渦巻き状に巻く。 1転目左下には珠文が 1個残り,右下には「大」の字状の文

様が残る。瓦当上部は面取調整が施され,顎の断面は角張っている。瓦当接合部は,指ナデ整形が施

されている。色調は白灰色を帯びている。

132は,瓦当の中央部 1/3 を残す以外は欠損している。中心飾りは三葉で,左右に3転する均等唐

草文のようである。三葉および唐草の線は細いが, はっきりとした文様である。唐草はそれぞれが接

せず,1 転目は, 中心飾の下から伸び下向きに強く渦巻き状に巻く。2転目は,上向きに強く渦巻き

状に巻く。3転目は欠損し不明である。 1転目左下には珠文が 1個残り,右下には「大」の字状の文

様が残る。瓦当上部は面取調整が施され,顎の断面は角張っている。瓦当接合部は,指ナデ整形が施

されている。色調は暗青灰色を帯びている。

133は, 瓦当の左側 2/3 を残す以外は欠損している。中心飾帆.ま三葉で,左右に 3転する均等唐草

文である。三葉および唐草の線は細いが, はっきりとした文様である。唐草はそれぞれが接せず ,1

転目は,中心飾の下から伸び下向きに強く渦巻き状に巻く。2転目は,上向きに強く渦巻き状に巻く。

3転目は下向きに強く渦巻き状に巻く。 1転日左下には珠文痕が 1個残り,右下には「大」の字大の

文様が残る。瓦当上部は面取調整が施され,顎の断面は角張っている。瓦当接合部は,指ナデ整形が

施されている。色調は浅黄色を帯びている。

134は,瓦当の右側 1/4 を残す以外は欠損している。中心飾りは欠損しており不明である。唐草文

は周縁近くの 1転しか残らず,下向きに強く渦巻き状に巻く。瓦当上部は面取調整が施され,顎の断

面は角張っている。瓦当接合部は, ヘラ状工具でナデ整形が施されている。色調は暗青灰色を帯びて

い る。

135は,瓦当の右側半分を残す以外は欠損している。中心飾りは三葉で,左右に3転する均等唐草文

である。三葉および唐草の線は細く, ぼんやりとした文様である。唐草はそれぞれが接せず,1 転目

は,中心飾の下から伸び下向きに強く渦巻き状に巻く。2転目は,上向きに強く渦巻き状に巻く。 3

転目は下向きに強くキ渦巻き状に巻く。 1転目左横には珠文痕が 1個残る。瓦当上部は面取調整が施さ

れ,顎の断面は角張っている。瓦当接合部は,指ナデ整形が施されている。色調は暗緑色を帯びてい

る。

d. 平 瓦 ConcaveTiles

平瓦は,軒平瓦と混同しない 3点と, 隅に葺く平瓦 L点を掲載する。

136は, 長さ28cm, 幅は尻で21cm, 頭は 1部欠損しているため不明である。凹面・凸面ともナデ調整

で,尻部凹面角は面取調整が施される。色調は暗緑灰色を帯びている。

137は ,長さ27cm, 幅は尻で21cm, 頭は 1部欠損 しているため不明である。厚みは約 2.8cm 。頭部凹面 ・

凸面ともナデ調整で,尻部凹面角は面取調整が施される。色調は暗緑灰色を帯びている。

138は , 長 さ30.5cm, 幅は頭 ,尻 とも一部欠損 しているため不明である。厚みは約 2cm でやや薄い。

頭部凹面・凸面ともナデ調整で,尻部凹面角は面取調整が施される。色調は暗緑灰色を帯びている。
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第118図 平瓦② (S=1/4)
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139は, 隅に葺くと思われる瓦片である。凹面に粘土で L字状に突帯が付く「水返し」と思われる。

狭端面際に引っ掛けのための穿穴もある。色調は暗オリーブ灰色を帯びている。

e. 飾 瓦 Decorative Tiles

140は,葉部分片である。表面に線刻で葉脈を描くが,全体像は不明である。色調は暗青灰色を帯び

てい る。

14目ま,飾瓦部片である。表面に粘土付けして表現しているが,全体像はまったく不明である。裏面

は大まかなヘラ削り痕が残る。色調は緑灰色を帯びている。
140

f. 文字銘 TilewithCharacters lnscdbed

142は, 丸瓦である。凸面に文字銘が入るが,読み取りにくく不明である。凸面はナデ調整で仕上げ

ている。凹面は, コビキB痕と,布目痕が見られる。色調は暗緑灰色を帯びている。
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{4} キリシタン関係 ChdstianAnifacts

出土した, キリシタン関係遺物は十字架11点, メダイ 3点, ロザリオの珠 6点である。

a. 十字架 Crosses

l i・ま, 銅製で , 縦 7.35cm, 横 4.70cm である。両面に図柄を施 し, 表は星 , 茨冠 , 釘賞 , 鎚 ,3 本の釘 ,

槍 ,先端に葡萄酒を染み込ませた槍が描かれている。裏には蔦状の植物が描かれている。両面とも背

景には魚子 (ななこ)文様が細工され,縁には縄状の文様が刻まれている。上部には環が付き,左右

端に突起物が付く。下部は突起物が外れた痕がある。側面は無柄である。箱型で,聖遺物容器であっ

たかと思われる。

2 は , 銅製で , 縦4.59cm, 横 3.52cmである。縦横軸に大小の膨らみが交互に見られる。上縦軸に大 2

個,小 3個と先端に突起物 ,左右横軸にそれぞれ大 2個 ,小 3個と先端に突起物, 下縦軸に大 3個 ,

小 4個と先端に環が付く。縦横交差する部分は球大の膨らみを持つ。

3 は , 鉛製で , 縦3.9lcm, 横 2.9ocm鉛製である。縦横軸に輪状の膨 らみをもつ。上縦軸に 3個 , 左右

横軸にそれぞれ3個,下縦軸は残存状態が悪いが,4 個の膨らみが付く。縦軸は紐を通すためのもの

か上下筒状になる。

4は, 鉛製で, 型作りと思われる。上下部分が破損して 2分され,横軸の片方が欠損している。推定

縦長は3.70cm, 残存横軸長は,1.9ocm で下縦軸は途中から屈折している。上縦軸に膨らみを 2個, 横

軸に 2個 ,下縦軸に 3個もつ。縦軸は紐を通すためのものか上下筒状になる。

5 は , 鉛製で , 上下部分が破損 して 2分されて , 推定縦長は3.0ocm, 横軸長は,2.39cm である。縦横

軸の両先端部に膨らみをもつ。縦軸は紐を通すためのものか上下筒状になる。

6 は , 鉛製で , 角状の縦横軸となる。縦軸は2.93cm, 横軸は,2.09cm である。縦軸は紐を通すための

ものか上下筒状になる。

7 は , 鉛製で , 板状の縦横軸 となる。縦軸は2.9ocm, 横軸は,2.20cm である。縦軸は紐を通すための

ものか上下筒状になる。

8は, 鉛製で,板状の縦横軸となるが,下部分が欠損している。横軸は,1.95cm である。上部には環

が縦向きに付く。

9 は , 鉛製で , 棒状の縦横軸となるが , 下部分が変形 している。横軸は,2.oocm である。

loは,横軸片側のみの残存状態である。鉛製で,先端がラッパ状に広がる。

11は, ガラス製である。ロザリオの珠と思われたが,先端に膨らみを持つ様式の一部と思われ,十字

架として取り上げた。紐を通すためのものか筒状になる。
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b. メダイ Medals

12は , 真鍬製で , 長径 2.30cm, 短径 1.40cmである。図柄は, 表に無原罪の聖母像が描かれ , 裏は腐食

により不明である。上部の環は縦向きに付く。

13は , 真鉄製で , 長径 1.80cm, 短径 1.20cmである。図柄は, 表裏とも腐食により不明である。上部の

o locm

第120図 飾瓦② (S=1/4)
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環は欠損している。縦向きに付く。

14は
,
真欽製で, 上部分を欠損している。残存長径1,40cm,残存短径 1.20cmである。図柄は, 表に無

原罪の聖母像が描かれ,裏は腐食により不明である。

c. ロザリオの珠 Rosao′Beads

15は
,
ガラス製で , 風化により白化している。径が0.65cm, 厚が 0,55cmで , 紐が通せるよう中央に穴

が開けられている。穴径は0.3cmである。らせん状に巻きの痕が認められる。

16は
,
ガラス製で , 風化により白化 している。径が 0.55cm, 厚が0.40cmで , 紐が通せるよう中央に穴

が開けられている。穴径は0.2cmである。らせん状に巻きの痕が認められる。

17は
,
ガラス製で , 風化により白化 している。径が0.60cm, 厚が 0.40cmで , 紐が通せるよう中央に穴

が開けられている。穴径は0,2cmである。らせん状に巻きの痕が認められる。

18は
,
ガラス製で , 風化により白化 している。径が0.60cm, 厚が 0.35cmで , 紐が通せるよう中央に穴

が開けられている。穴径は0.2cmである。らせん状に巻きの痕が認められる。

19は
,
ガラス製で , 風化により白化 している。径が 0.65cm, 厚が 0.50cmで , 紐が通せるよう中央に穴

が開けられている。穴径は0.2cmである。らせん状に巻きの痕が認められる。

20は
,
ガラス製である。半面が破損 し, 風化により白化 している。径が0.60cm, 厚が 0.35cmで , 紐が

通せるよう中央に穴が開けられている。穴径は0.3cmである。らせん状に巻きの痕が認められる。

, , , ,
59m

第121図 十字架① (S=1/ “
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第123回 十字架③ (S=1/ “
第122図 十字架② (S=1/1)
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(5} 貨幣 Coins

a. 銀 貨 Silver Coins

lは, 豆板銀である。 2次利用のためか,切断面が 3方に確認できる。小刻印は表に数個あるが図柄

は判断できない。裏は無刻印である。

,2 1 2は, 豆板銀である。「質」字を確認できる。小刻印は表裏に数個あるが図柄は判断できない。

b. 銭 貨 other Coins

3は, 洪武通賓である。無背で長噛と呼ばれるタイプである。

4は, 表裏は腐食のため判断が出来ない。

◎ {6) 金属製品 Met紙 Goods

a. 銅製品 CopperGoods

lは,2 個の環を組み合わせた指輪である。 1つは縄目状の模様がはいり,1 つは無柄である。 2本

を振って絡み合わせ , モチーフとしている。

2は, 扇平状の環の指輪である。内面は平らで,外面は僅かに膨らむ。内外面とも無柄である。

3は, 目貫である。腐食により図柄は不明だが,金の象骸が確認できる。金の表面には魚子 (ななこ)

文様がある。

4は, 目貫である。腐食により図柄は不明だが,鱗が確認できるので龍の図柄と思われる。

13

14

第124図 メダイ (S;1 月 )

b. 鉄砲玉 Bullets

l ~38 は , 未使用のものか , 円形を留めている鉛玉である。

1~17 は , 径 が 1.20cm~1,25cm で , 玉 目は三匁玉である。

18~26 は , 径が約 1.30cmで , 玉 目は三匁五分玉である。

27 ・28は , 径が約 1.35cmで , 玉 目は四匁玉である。

29 ,30は , 径が約 1.40cmで , 玉 目は四匁五分玉である。

31~33 は , 径が約 1.50cmで , 玉 目は五匁五分玉である。

34 ・35は , 径が約 1.55cmで , 玉 目は六匁玉である。

36 .37は , 径が約 1.60cmで , 玉 目は七匁玉である。

38は , 径が約 1.85cmで , 玉 目は十匁玉である。

33は, 鉄製の玉である。35は, 中身が鉄弾で外を鉛で覆うものである。

◎ ⑯ ◎⑨ ◎ ⑩

◎⑩◎ ◎
ノ‘′Y、く′・~クズ{シ炎イズヘヘ"¥′′●/~・≦・'¥;◆べ亀〇>;
書も〉

◎ ◎ ◎ 1 3 賦 ,潰れか るため使 用し着弾したものと思ゎれるo◎ ◎ ◎
15 16 1フ 18 19 20

c‐鉛 製品 Leaden Goods

lは, 円形で中央に四角く穴を開けた,銭状のものである。酸化により白色化している。用途不明。

2は, 扇平で円形である。表裏には図柄は確認できない。用途不明。
宇 , , , 琴

第125図 ロザリオの珠 (S=1/1)
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第134図 鉛製品 (S=1 ハ )

原城跡の発掘調査は,平成 4年度から実施しており今回で第 7次調査となる。これまでに本丸調査

区において多くの遺物が出土しており,特に十字架 , メダイ, ロザリオの珠などのキリシタン関係遺

物は島原の乱にまつわる資料である。今回の調査で検出した石垣は,破壊され埋め尽くされた状態で

検出した。それらは自然による崩壊ではなく,人為的に壊された「破却行為」がなされた結果である

ことが確認できた。また,多くの石垣の検出によって,原城の築城時期についても解明できるなど大

きな成果があった。

本丸西側の海に面した場所から検出した石垣張り出し部では,石垣はほとんど取り壊され, さらに

土砂によって覆い隠すように埋め尽くされていた。張り出し部を構成する石垣は,石垣 15・16・17で,

石垣15・16の隅角部は大きく取り壊され,根石も取り外している状況である。石垣16・17の隅角部も

壊されて, かろうじて根石と一番石の 2石を残しているが, 上部分の算木積み状況は不明である。ま

た,天端部分も大きく削り取られているため,築城当時の石垣の高さは不明である。石垣14・15の内

隅部の検出によって, これら石垣遺構は「櫓台石垣」であることが確認できた。石垣 17で, 内隅部か

ら隅角部までのは長さは約15m を測る。張り出し部石垣の幅は,片方の隅角部が消失しているが,築

石面の延長で推測して測ると約30m ある。残存する石垣の最長高は,石垣15の築石面で約 4m, 石垣

16の築石面で約 4m, 石垣17の築石面で 2m である。

石垣 6 .7 や石垣 8 .9 での石垣内隅部の崩壊状況は, 内隅部を構成する石垣を取り壊し,築石と

裏込め石の石材を投げ込み,その上から土をかけ覆い隠すように埋められた状況で検出した。埋め込

まれている石材の他に, 陶磁器及び瓦や人骨も多く含まれていた。

原城が城としての機能を停止した,すなわち破却の行為が及んだのが数回あったと考えられるが,

詳細は不明である。まず,元和 2年 (1616)に大和五条 (奈良県五条市)の領主,松倉重政が有馬氏

にかわり日野江城主として入部し,森岳城 (島原城) を築城した時期に破壊されたと考えられる。前

年の元和元年 (1615)に発令された,一国一城令と武家諸法度での城郭統制策が出された時期と同時

期であるため,何らかの行為が行われていると考えられる。また, その前段階における有馬晴信の子

直純が宮崎県日向市に転封になった時期にも考えられる。しかし,発掘調査で見える原城の破壊の状

態は,すべて島原の乱後の破却によるものが大きく,前期段階における破却行為の実態は確認できな

かった。破壊され埋め込まれている石材及び土砂の下からは大量の人骨が出土している。つまり, 島

原の乱後の現地処理において, 周りに散乱していた一撲軍の死者を叶緒に埋め込んだものと考えられ

る。破却面最下部からはこの人骨や瓦,焦土などが確認でき,最終的な破却行為は島原の乱後に行わ

れたものであることが伺える。

通説では,松倉氏の森岳城築城の際,原城及び日野江城を破壊して石垣などの石材を持ち去り,森

岳城の石垣に使用したといわれていたが,調査で検出した石垣遺構や崩壊している築石などの石材は,

破却の際の埋め込み用として使っているのが確認でき,森岳城築城時の石材の持ち去りは無かったと
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考えられる。

島原の乱の時,廃城となった原城に一撲軍が立て寵った際に,非常に短期間で修復したという記録

がある。その段階での原城は廃城となっているはずなのだが, どの程度の破却が前時期に行なわれて

いたのかが問題になる。通常の破却行為が及んでいれば, 当然重要である門や石垣など壊されている

はずであり,現況で見られるような破却行為がその時点で行なわれているならば,短期間での修復と

いうのは不可能に近いのではないかと思える。つまり,松倉氏段階での破却はかなり手抜きで行った

と考えられ,発掘調査でこの時期の破却行為は確認できなかったが,外から見える施設だけを主に壊

していたと思われる。外からや海からは余り見えない部分に関しては, この時点での破壊はあまり及

んでいなかったと考えられる。原城が軍事的に使用不可能なぐらいの破壊が及んでいれば,視覚的に

も城郭としての体裁は見られず,一見山と化した城を一撲軍が「立て寵りの城」に選ぶことも無かっ

たと思われる。老朽化さえしているものの簡単に修理できる状態の城ととらえることができる。一撲

軍は兵船,軍船を壊して塀を作ったという資料があるのは,その資材を利用して塀を作る程度で城郭

の機能は十分復元できたと考えられる。

これらのことは謎であった「原城」の姿を現しただけでなく,「島原の乱」を考察するうえでかな

り貴重な資料となった。

築城の時期
原城の築城は明応 5年 (1496),戦国時代初期,有馬氏の勢力も強大になっていき島原半島をほぼ

手中に収めた時期であるとされるが, 詳細は不明であった。しかし,調査によって検出した石垣の石

材の大きさは,軸が80cmから120cm前後にもなるデイサイトを主体的に用い,裏込めには主に玄武岩

の牒を使用している。石垣の傾斜角度も56度から65度を測る緩やかな勾配を取っており, それぞれの

石材の角度調節を行いながら高石垣の構築を志向する傾向が現れている。石材の加工・面調整にも明

らかで,原城本丸石垣の隅角部の角石には割面石を用いており,算木は不明だが稜線をできるだけ

シャープに仕立てようとする意図が現れている。築石にも「矢」痕跡を残す割面石が相当数混在して

おり, その結果 ,石垣総体の表面の造作は凸凹が少ない比較的フラットな仕上がりとなっている。こ

うした石垣は,慶長年間前期の豊臣系城郭の影響を色濃く受けた石垣であり,多く出土した陶磁器の

ほとんどが16世紀末から17世紀初頭の製作であり,他に出土した遺物についてもこの時期に集中して

いた。そのことを示すように,五野井隆史氏が昭和55年 (1980) にキリシタン文化研究会の会報で,

イエズス会宣教師の報告書に,原城の築城時期を示した記録があることを指摘している。

ヴァリニャーノの報告書は,「日本中が現在沸き立って,各大名が自領内に壮大な城を築いており,

また彼等が以前に築いていた城よりも大きいものを造っている。何故ならば,太閤様の時代に彼等は

別の〔新しい〕戦法を習得し,彼等が最初に所有していたのとは異なる城を造る術を知ったからであ

る。」と伝えている。新しい戦法とは,鉄砲や大砲等を使用した戦いであり, それに伴って中世以来

の古い城塞の修築が必要となってきたことにるものである。有馬晴信の築城については,
第135図 原城本丸平面図 (S=1/120)
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『日本キリスト教会状況報告』ヴァリニャーノ・1599年 (慶長 4)10 月

「有馬殿もまた海に近い場所であるシマンバラ×imabaraに〔大村氏〕同様に築城しており, し

かも極めて強固な一城を造っている。しかるに彼もまたもっと良好な別の地所に有馬の〔居〕城

を移転する意向のようである。」と伝える。

この報告が有馬氏の築城について初めて言及されたものであるが,記事の扱い方は築城について独

自に報じたものではなく, イエズス会との関係におきて報じられたものである。

『1600年度日本年報』(慶長5)8 月

「そしてまた彼が当時 (当地では櫓と称している)三層からなる塔の如きものを築いていて,

これを美しさを誇りに戦闘に便宜を与えている彼の居城に併せ加え, しかも弾薬と糧食とをそこ

に貯えようとしていたからであった。その工事には相当数の大工達が従事していた。かようにし

て, それらの諸工事を行い, かつまた教会建設の工事に着手することは不可能なことであった。

しかし,逆に有馬殿は先ず彼が高麗の戦争に参加していた折に我等の主が彼を無事に有馬に連れ

戻した時にはこの教会を建設することを誓言していたと述べ,そしてその誓言を果そうと思った

こと, さらにこの他にもコンパ一二ヤ (イエズス会) にかの屋敷を与えた以上は教会を建設しよ

うと思っている,彼はまたすでに内府様に (自分を) キリシタンとして表明しているし,彼 (家

康) がキリシタン達に親愛の情を抱いていることも知っているし, このために何ら恐れることは

なく悪い事態には至らない,むしろ迫害後に日本で公然と (教会)建設に着手した最初 (の者)

であることの方が喜ばしい, と延べた。そして両方の建築を同時に行うことができないために,

その櫓の建造を中止して彼の領内の大工全員を教会建設のための工事に投入することを決めたと

述べて,万難を排してこの教会を建造することを決意した。そして彼はこの事を決定するや直ち

に巡察師に伝言を送って, ひとたび学んだ事を実行に移すにおいては彼は非常に激しやすく,か

つ性急な質であるために (教会を)建設することを決めた旨を彼 (巡察師) に伝え,直ちに櫓の

建設工事を中止することを命じて,教会建設のために60人ないし80人以上の大工を,毎日木材を

運搬し石材を運ぶために駆けつけて来て櫓建設のために奉仕しているさらに別の200名以上の人

夫と一緒に送って寄こした。そして彼はさらに必要な事柄を援助するためにその工事を監督する

ための非常に勤勉な武士 2名をも遣した。このようにして, この工事はすぐに威勢よく始まった。

彼がこの工事に着手した時期,彼が自分の居城のために極めて重要であった櫓 (の工事) を中断

して, 私達の教会を建設するための工事に着手したことはっ真実大いに感謝すべきことであっ

た。」 と伝える。

この報告の一節によって,有馬氏が建設中の城の具体的な構造が伺える。城は 3層の大型の櫓を備

えようとしており, さらに石材を運んでいたことから石垣をもった城であったことが分かった。建設

中の城は夫守と石垣とゆう近世城郭の形態をそなえたものであった。櫓に弾薬と食糧を貯蔵すること

を主目的としていたということば,江戸時代の天守と共通した性格であった。

『1603年度日本報告』(慶長8)

「彼が現在居住している所よりも一層適地にして,堅固で防御できるように移転を決意してい

る場所に新しい一城を築くために (領内)全体が動いている時期であり,彼が目下金を最も必要

としているだけに, この事実は感謝して余りあることである。 (中略) これらの (有馬の) レジ

デンシアの一つのために非常に献身的な多数のキリシタンが参集した。そして彼等自身は全く話

をかわすこともせずに私達の教会の周囲及び教会がある広々としている広場の周りに高く幅のあ

る石塀を築いた。そして, それは,彼等が有馬氏の新城の増築工事とその作業に従事していた時

期のことであったけれども,彼等は男子は言うまでもなく多数の身分ある者や老女からなる婦人

達までが大層熱心に駆けつけて来たし,子供達までが競って石運びをしていた。」と伝える。

この報告により有馬氏が当時居住していた日野江城から移転を決意していたことが伺える。千田嘉

博氏は,「織豊期は城と城下の意図的な移転を全国的に繰り返していた時期であり, この記述を手が

かりに全国的な当該期の城下町移転の流行という動きのなかで有馬氏の新城への移転をとらえるとい

う視点を得ることができる」と解説された。

『1604年度日本準管区年報』ジョアン ロドリゲス ジアン 11月23日 (慶長 9)

「有馬殿がこれまでに居住していた城は,戦時には不適当で安全でないと考えられているため

に,彼は (現在ある城よりも) すぐれて, しかもより一層堅固な城を, そのために一層好都合と

思われる, ここ (有馬のコレジオ) に近い別の場所に築くことを決心した。各屋敷ができあがる

と,有馬殿は準管区長に依頼して,我等の主がこれらの屋敷を守護し, またその新城を神の保護

のもとに置くようにそれらの屋敷でミサを立て, これらを祝別してくれるようにと懇願した。準

管区長は荘厳にミサを立て慰籍して屋敷のすべてを祝別した。そして殿にとっては準管区長を(新

しい城に) 案内したことが喜びであった。彼は (ミサに) 臨席していたパードレとイルマンの全

員を, さらに教会の同宿等全員をも (新城に)招待した。彼は習慣に従って昼間祝宴を設け, そ

してまた別の祝宴が夜まで続いた。城の普請はほどなく終了しようとしている。そして家臣等の

屋敷もまた同様であり,彼等のうちの多数の者がすでにそこに移っている。彼は私達 (イエズス

会員達)が時期を見て移転するのにふさわしい, しかも広い敷地を私達に与えた。そして彼は教

会を彼の費用で移転し,必要のある時には全面的に援助を与えると申し出た。私達の地所は現在

整地されている。しかるに,殿がこの新たらしい城に移った時には,私達もまた同じく移転する

ことになろう。」と伝える。
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第1表 貿易磁器観察表①

番号 題キロ= 径 (cm) 底径 (cm) 高さ(cm) 牛産楊 制作年代 fk十挑 占 備 考
I 碗

土 Cm 氏そ土 伽 同 Cm

中国 15C~16C 31 ヘラ削り
2 碗 中国 15C~16C 28
3 皿 龍泉窯系 14C 後 ~15C 初 46
4 皿 中国 14C~15C 44
5 皿 中国 14C~15C 44

6 碗 中国 15C 中 ~16C 前 45
7 皿 龍泉′空系 14C 後 ~15C 中 44 (内)花文
8 皿 中国 15C~16C 前 45
9 皿 中国 14C~15C 45

m
r
耳
一1
2
一1
3

小盃
小盃
皿
皿 i

2.3

景徳鎮系
薄州窯系
景徳鎮系

1 ri炎

16C後
16C 末 ~17C 初
1590~1610

3
0
-
滋
一4
3

(見込み)蛇ノ目状
菊花形小皿
(底)籾殻付着

15 皿 景徳鎮系 16C後 42

16
17
皿
碗 3.8 票徳鎮系

1590
16C
1610

豪
42
37

、入18 碗 4.5 障り・窯系 16Cー
ヨ

37
33
(見込み)板櫨形成痕

19
20
皿
碗
、
.

岸リ・窯系

毘ヒメ
17C i
16し
ヨ
、

′、
29
(見込み)蛇ノ目状

21 瓶
岸!‘ ※
ノ京、 ,¥

景徳鎮系
鼠

C

、

き
妾

43
31 陽刻唐草文

げ 立2
3
」2
4
一2
5

瓶
瓶
小壷 ー

景徳鎮系
景徳鎮系
岸小窯系

16c孝
16C ラ
16Cデ

表~17C 初
末~17C 初
髪~17C

3
7
-
姥
榊3
9

胴繋ぎ部分あり

陽刻唐草文・連弁文
26 づ・壷

′ 〆ゞ、
′J、r r′“・ 16C名麦 39 暢~] 早文 達者え

2 瓶 7・0 景徳鎮系 1600 1630 39 碁笥底
28 瓶 8.O 景徳鎮系 16C 後 ~17C 初 41

目 -

旧 法み - #.¥ 内
、
恒幕 立29 皿 ノ]、,]

し
′「‘一

景徳鎮系
C未 ~17C 初 26

4.3

旧法み)早ィ削内村

3
1
一3
2
一3
3
一
題

皿一
皿一
皿胴
皿

ー

・

6.O

3.O

景徳鎮系
景徳鎮系
景徳鏡系
景徳鎮系

17C前
16C 末 ~17C 初
16C 末 ~17C 初
1590~1610

45
29
47
42

(見込み)草花

(見込み)草花文
(見込み)船上の人物億)文字銘

36 皿 5.9

2,4

景徳鎮系 16C 末 ~17C 初 29 (見込み)動物と人物(底)文字銘

38 皿 景徳鎮系 1590~1610 42
;r ▽

ザ3
9
一4
0
r
虹
一4
2

皿胴
皿一
皿一
皿

i
景徳鎮系
景徳鎮系
景徳鎮系
景徳鎮系

1590~1610
1590~1610
1590~1610
1590~1610

37
37
42
46

(見込み
(見込み
(見込み
(見込み

紗波形文(底
紗変形文(底
秒菱形文(底
紗姿形文(底

面取り
面取り
面取り
面取り

翌
4
5
一4
6

皿一
皿一
皿

景徳鎮系
景徳鎮系
景徳鎮系

1590~1610
1590~1610
1590~1610

43
28
42

(見込み)紗綾形文(底)籾殻付着
(見込み)岩・草花
被熟あっ・(見込み)草花

47 皿 景徳鎮系 16C初 45 (見込み)草花(外)文様

鱒
一5
0
一5
1

皿一
皿一
皿 5.I

2.8

宗
雄
一
景
-
、

秒一
縮
窯系
:鎮系
峯零

16C 末 ~17C 初
16C 未 ~17C 初
1 qn--1 コn

29
27
43

(口縁部)四方構文

(見込み)山水文(底)籾殻付着
5
2
一5
3
一5
4
一
弱

皿一
皿一
皿一
皿

4.9 曇
告
示
・
′
犀
局
が

長徳鎮系
景徳鎮系
景徳鏡系
景穂鎮系

1610~1640
1590~1630
1590~1610
1590~1610

46
28
29
42

(見込み
(見込み
(見込み
(見込み

チ≠老(底)蛇ノ回状
; r

書花
泊巻の文様

5
7
一
略
一5
9
一6
0

皿一
皿一
皿一
皿 i

局
が
唇
神
足

斤
m

景徳鎮系
景徳鎮系
景徳鎮系
景徳鎮系

16C 後 ~17C 初
16C 後 ~17C 初
16C 後 ~17C 初
16C 後 ~17C 初

45
43
33
37

(底)「大」銘
(見込み)「寿」銘
(見込み)花文
(見込み)欄干・草花

報告書によると新城はほぼ完成し,キリスト教により祝別を受けたことが伺える。有馬氏は日野江

城から新城に移転することを決めており,家臣たちも屋敷を建て始めていたと述べ,屋敷ばかりでは

なく日野江城下にあった教会も新城の城下へ移転することを計画していた。千田氏は「新城建設は単

純に領国防衛のために軍事拠点をつくるということでなく,家臣屋敷や宗教施設の移転をもセットに

したセンターとしての城下町を移転する, という;‘士大な構想のもとに進めつつあった政策であったこ

とが確認できる」とした。

新しい築城工事は1599年 8月には着手され1604年の秋頃までには完成していたと思われる。発掘調

査で検出した石垣や同じに出土した遺物からもこの時期と一致する。

豊臣秀吉の九州統一をかわきりに文禄・慶長の役による名護屋城や,「倭城」の築城によってその

技術を身につけていった有馬晴信は,原城にもこの倭城のプランが大きく影響を与えた。つまり, 中

央からもたらされた豊臣系城郭の新技術を用いて石垣を使用した原城を築城したことが伺える。これ

は, 明応 5年以降あった中世の城を改修したのではなく,全く新規に築城したと思われる。

その完成した城は,検出した遺構などから推測すると天守相当の櫓を備えており,近世的な城郭と

しての性格が強いものであった。今回検出した張り出し部は,上部構造としての礎石などは破壊によ

り検出できなかったが,築城当時の櫓台を推測すると,石垣の基底石部分で約15m X30m あり,石垣

の勾配を考慮して,上部空間は約 1om ×25m の広さがあったと思われる。これだけの広さと石垣があ

れば,宣教師の報告書の中に出てくるように, 三層の櫓などのしっかりとした建物が建てられるだろ

うと思われる。また, この場所は, 海に面しており当時貿易港として栄えた口之津港に向いており,

さらに有明海を挟んで対岸には,天草諸島も見渡せるという格好な場所であった。

先述のように新しい城は,1604年末 (慶長 9年11月) までに完成していたと推測されるが,完成し

た新しい城に有馬晴信が移り住んだかどうかについては,1605年以降の報告書では言及されていない。

調査においても建物の礎石等は検出できず,報告書に出てくるような建物群は不明である。このこと

については,有馬氏の城である原 ・日野江両城の今後の調査によって解明できれば幸いである。

参考文献
五野井隆史 1980「有馬晴信の新城経営と原城について」『キリシタン文化研究会報』

南有馬町教育委員会 1996『原城跡』南有馬町文化財調査報告書 第2集

南有馬町 2000『原城発掘』編集 石井進 .服部英雄 新人物往来社
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第3表 貿易磁器観察表⑤

第2表 貿易磁器観察表②

39 (内)風風(見込み) 日

43
37こ州窪玄 16C

17
~ 42

第4表 貿易陶器観察表

』 4.8 -

』 4.5 』

景徳鎮系 16C

~ J 32

争勤IJ窯系 17C
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第7表 日本陶器観察表②
第5表 日本磁器観察表

第6表 日本陶器観察表①

番号謬頭『下覇図面丁謬声図面r‐1書き縦三ヱ÷空面睡「 制作年代 翌日岡戸町 備 考

　　　　　　　 　　　　　　　　
キー;;輩 -:量に滋養4P灘冒 "
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
　　　 　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　

　　 　 　 　 　　〆押〆 31　　 　 　 　　〆 〆 37
　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　

　 　 　 　　　　　　　　　
〆 39　　　　　 　　　　　　　 　　

　　　 　　　 　　　　　　　　　　　
　　　　 　 　　　　　　　　　 　　　　　
十 皿 三 43 ÷ r ÷ 「嗣「 ,6m~16綿 42 上砂目

22皿皿 一 4±7 柵 髭警 憲8ョ畿 42 圭露呈目師 メ メ 42
23
皿

ず 4.3 肝 肥前 161o~1630 45 上下砂 目
÷塾÷ 皿 4.7 ÷÷:÷÷÷罰師 r÷・6,o~1630 ÷÷鷲÷÷ 上下砂目
25 皿 … ÷ r ÷ 「 圃 「 I6Io~1630 44 上砂目

　　　　　　　 　　　　　　 　　
　

. ・

上

出土地点
39

33 皿皿 月 .日 16 10~1 Qn 39

34 皿 -Rj h "~1 n 42

35 皿 月巴目 r ぬ 1630 47

36 皿 月巴目 161‐0~1 《 n 45

37 皿皿 月巴目 17 C甫 49

38 抗 5.3 円IU日 7C前 29

39
タし

包 5.I 月 目 C前 29
r〉r . ・r

0
包

' 4.7 日四百 ln~ ュ63〇 29 底)砂 i者

虹罰
三
嶋洲
製

碗
碗
碗
碗

i 『婚頭岨商社鰯
W

ー

-

月巴目

肥育
肥 ‐

肥

1j l

丁 l
I

;ーー
1

600~1630

7C 前
7C 前
7C前

29
3ュ
31
37

疾)膿櫨形成痕

4.5

巳

碗 4.2 上巴 I7C 目」 4.2

46 碗 4.7 Hr 7C 耳i 43

4.7 碗
・

月ド,日 7C 盲」 4.3

48 聯碗 4.8 肥育翁 17C i 44
ハ＼e日下ふ

鱒一
鴻
碗 ; ¥額

ー 脚
圃
圃

J I
リ ー
、J I

7C 盲
7C 育
7C 官

、′′
月

月

イシガキ5
イシガキ5
29

L ′,

(全体
下砂E
褐紬

麓ーー
小

52 ず杯 4.2 5.3 月巴 590「}「《ln 44
.?′ふ

女九二rr..ノr洗礼てr↓」の字(

53 皿 6.8

.

ljじ目 I7C 前 29 上砂E

54 皿 8.4 7.3 Hr IGnn~ 「《Qn 39 上砂目
0

55 皿 6.9

.

F I7C 前 39 ト砂日
55
56 皿

・

郡 ′ 7C 雨 37 ト秒目

研一
弼『5
9

皿一
皿一
皿

:三 i
1拙月

肥前
肥前

7C 前
600~1630

7C 前

37
42
47
上胎土目

60 皿 月じ別 I7C 育 42

61 皿 月じ目i l7C 白」 47
′、

62 皿 ロドロノ I7C i 42 上砂目

63 皿 7.4 月←日 I7C 」 29 今日霞ふ
獲リイ山

微↑裕W一
缶÷
研一
総
額W一7
0一7
1一7
2
何~一
徳獅7
5一7
6

皿ー
鉢

--三“温萌:郡
ー

----

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前‐
肥育▼
肥育r‐
肥育
肥育
肥育1
肥前
肥前
肥言J

17C 肯
17C前
17C前
17C前
1590~1630
1590~1630

17C前
ュ59〇~1610

17C前
17C前
17C育
17C青
17C育

イシガキ5
29
39
29
47
33
37
37
39
39
42
37
37

褐紬
(内)褐紬(見込み)鞠顔形成痕
褐紬(見込み)鞠蝋形成痕
褐零由
褐紬.上舵…土獣底)嘘櫨形成痕
二彩判見込み)局!朝・緑色の文様下給琵
胎.土目段階の鉄絵皿
二彩手{見込み)刷毛目・下給土目
二彩手(見込み)刷毛目・…F胎土日
鉄絵皿 .上砂だ
鉄絵皿・上下舎目
二彩手(見込み)刷毛目

鉢
釧鉢
鉢
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿7

7一7
8r
鳩"一8
0『
索肌一8
2洲
難w一
被覆川
悪
税一
如…一
弼

皿
.皿
.皿一
冊一皿
.
』橋一
連

:
; - =
- ー

…
『 - 『
ー

三
掛 - r
本 』二r 一
E く -

毘＼

;…
i
三--………;

月巴別

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥営I
肥す
肥育
肥前
肥前
押す

17C 自
17C前
17C 前
17C前
17C前
17C育
17C育
17C甫
17C甫
17C前
17C前
17C前
17C前

39
39
39
37
37
31
41
29
43
37
42
31
41

.彩千(内)引こ目 〒)
二彩手(内)刷毛目・葦唐草づ:
二彩手(内)刷毛目・葦唐草文…
二彩手(内)刷毛目
二彩手(内)刷毛目
二彩手 (内)刷毛目・被熱痕
二彩手(内)刷毛目
二彩手(内)刷毛目
鉄絵皿(内)鉄絵
…失絵皿(内)鉄絵
口縁部)湯釆由
口線部)過納
口お部)湯稲

9
0
一9
1 揺

皿 -÷:r 一÷÷÷: ÷÷ 肥前 17C前 37

81 一 洲 r
二 澗 目一 前 3117C育

盤
一

三
一
月巴営・‐ ・7C甫 19

皿 ÷ ÷ - r÷ -÷÷÷÷霞錆.洲育て浦一一一ー 4384 -- - 一

8も 皿 - - 一
÷÷:r 一一一一『一 肥前 17C前 42.r ‐血 -

:r-- ÷÷ r÷÷ - 「 r ÷ ÷「麗蚕「÷ 17C前 31

89 加 毘＼
-- - 17C 寵 31

9ユ ー浄 げ - - }
30 -

-161-
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第8表 日本陶器観察表⑨
制作年代 出土地点 備 考

92 橘鉢 一 月芭汀 1590~1630 (口縁部)褐紬
93 摺鉢 ÷÷:÷÷÷÷÷÷:÷÷÷下層前 16C末~17C 前 42

・
一

　　　　　 　　
　
　　

- 肥 肯 17C前 29 御目9本
94 摺鉢

r
宮 7c前 46 褐粘

9E 片ロ鉢 肥前 褐紬
蚕 膿 - ÷r÷÷:÷爾 計 m 前 越 (見込み)廓形成痕
ず 鉢 r 6.8 …揃 17C前~17C中 葺き

モ
潔
癖

鴎

文様
　 　 　

　 　 　 　 　

　

- - 巴範 16C 末 ~17C 初 44 ー(底 )籾殻付着
、 . 肥前 159o~I610 46 ー(底 )糸切、艮

÷ , 洲

114 瓶 ÷÷÷:÷÷÷÷÷二÷÷ 肥前 16C末~1630 42
エー5 瓶 -- ÷÷÷÷アラー÷÷÷÷÷ :÷÷ 肥前 16C末~ユ63〇 39
,.6 髭 肥前 17C部 イシガキ5( 底)貝目痕
17 瓶 ÷÷÷:÷÷÷÷÷:÷÷ 肥前 17C甫 47

I掲 纂 - - 肥前 m 前 妬 瓦質・(外)刻線
120 瓶 肥前 ・7C前 41
・21 壷

- ー
肥前 17C 前 43

・22 壷
一 一

肥前 ュ6C 末 ~17C 初 45
・23 壷

- 一
月E前 16C 末 ~1630 45 1

125 壷 r 一

126 壷
一

肥前 159o~I630 33

・24 室
- ー

肥前 ・7C前 =- 字≧ ト

4密書一 15C~1就か ÷ユ三「
I27 毒

- ー
肥前 t16C 末 ~17C 前 41

・28 壷
一 一

肥前 ー16C~17C 前 44

　 　 　

131 瓶
『 「

肥前 t1590~163o 44

132 整
-

- r 肥前 17C 前 43 ‐… --

糞 - - 貢瞬 1・7C麹 -」 衰1 ≦目標暑掲自署
・35 麦 - 星璽 1禦 善 17C初 誉キ w 総印ノ只。択

・36 室 - … 鰐 H云戸暑 .7c初 まき 口綴 B)貝目痕
137 壷 -

r
畳離す 信面 i1毒さ

-
47 口縁部)朗 痕

138 壷
一 一

肥前 17C前 42 二口縁部)貝目痕
139 壷

- r
肥前 1590~163o 44 (口緑部 )玉縁状

14ュ 壷 r ÷÷÷ご÷÷÷÷÷:÷÷ 肥前 17C前 39
・42 壷 - ÷÷;÷÷÷÷÷÷:÷÷ 肥前 17C前 32

・43 壷 一 ÷÷÷:÷÷÷÷÷:÷÷ 肥前 17C前 29 (口縁部)貝日痕
・44 壷 - ÷ : ÷ ÷ :÷ 肥前 17C前 29 (口搬 め貝談
145 登 一 ÷÷÷: ÷÷÷÷÷:÷÷ 肥前 17C前 26
・46 霞- - ÷÷÷; ÷÷÷÷÷: ÷÷ 肥前 17C 南 29

・47 董
÷÷÷: ÷÷÷÷÷: ÷÷ 肥前 17C ‐

←{ 一一
39 (口緑部 )貝目痕

148 瓶 ÷÷÷: ÷÷‐
‐
÷÷:÷÷÷ 肥前 17C. 「 29

,49 瓶 - 旦蔓整 髪袋…, 尋多 1(外)刷毛目
15o 瓶 而 -

髭需
" しE= Jム 1 一 一

151 壷
一
一÷ * ÷一

一 巨 7C 前 1 39 ,

42

94 摺鉢 46

第9表 日本陶器観察表④

152
153
154
ュ55

棚
瓶
蓬
蚕
壱

別

・

r
“

]f 空 (cm)

ー

ノ獣性 (cm)

ー

ー

高さ(cm)
肥
月巴
肥

直也一
巴
漸
巴
月F

17C
17C
17C
17C

Lキ代
43
39
39
29

(内)柚の
{内)同心P
(内外)褐

跡(外)褐紬
叩き痕{胴部)縄文

156 李:F 自国自国 17C 39 底おミ切り‐きリン‐き
157
158
159
160

泰
饗
琵
嚢

ノ

琵
嚢

ー “ ー

・

肥 ‐
月巴目
肥
自縛

旦
町T
巴
自縛

17C
17C
17C ‐

17C ‐
…

37
39
37
31

内外
内夕+
内外
内)厚

褐
褐 :

褐 ;
(底)貝目痕
(底)鞠櫨形成痕
状叩き痕

161 嚢嚢 R円R円 17C 37
162 薯薯 押押 17C

′
37

、 、. ・●̂
ュ63 饗饗 月一月一 17C

′ イシガキ5 内外) W 外)格子状叩き痕
164 瑳瑳 刀し刀し L/ し 39 内外) 佃、内)格子状叩き痕
165 養養 17C 32 タ“ ±
166 弼弼 日直日直 17C F 39 』人リツト L台紬
167 蓬蓬 23.3 肝 ^肝 ^ 17C 39

第10表 軒丸瓦観察表

番号種- 土地点欝 尊 書 返照 粋烏 剛 接合 備 考
1 軒丸瓦 卿 16.1 1β 09 7(14.)1 13 L 有
2 軒丸瓦 41 14.2 1.6 0,7 5(12) 1.I L 有
i ・ 41 16.3 25 0 6(24) 24 R 無

一 162 柵

第11表 丸瓦観察表①

番号 種別 出土地点 色調 焼成 調 整 コピキ 備 … 考 ノ
凸面 凹回

15 丸、 43 オ J
糸永
ブ黄色・灰色

良好
ナデ 布

目
日
目

目長
日 ヌ
目
言
,紐痕

A

17 市 7 41
糸永
暗ソ灰(色 良好 ナデ 布

目
日
目
日 、 紹痕 A ・ ▼

18 丸 41 1火色 ナプ 布目目 葦岨ヲ良 A 垂j r八

19
一 20

21
22

丸
五
五
零

、
r、

、

41
41
4.I

41

‘決

編承操
緑 ′

予示

灰
採
炭
炭

ナ デキ

ナテ
ナデ
ナデ

布
希
希
希

HB
-=
ニ
ニ
ニ
=
“

hr
'ゞ
」ー、′ノー、

HB
-=
ニ
ニ
ニ
=
“

・紐痕
・紐痕"
.,紐 痕

A
A
A
A
釘穴

23
24
25
26

丸差
丸1
丸1
丸ヱ

L
41
41
41
41

緑ゾ
暗糸
暗糸
緑

灰ミ色
{色

ナ デo

ナデo

塗
布
布
希

ニ
ー▼
ニーニ
ニーニ
ニ

」"
r I・紐痕.牽丑痕

A
A
A
A

27 丸 41 緑 - f ナニデ 布 ヲも,ゑ糾痛 A

28 丸 41 禄 ノ′ ナデ ′ A

2 丸 4ュ ロケ & 富む手 ナデ 痕 .冊癌 A

30 南 ア 41 禄′当 ナデ 痕 A

31 丸 4ュ
“+ 喜色 ナテふ 痕艮 A 蚤」′八

32 丸 : 41 渥 ! 庭 .斜lr・痛 A
、

33
」
…
▲

41 R害 k色 ナデ 痕 ・紐痕 A
34 丸]

、
i 41 HH

日首
色

良女子
Jノ『

ナ デ小
布hE康 ・オサ T 痕 A

脚月スリ

36 丸

i
、

、

41
日首
暗 ;
{長

Jーブ灰火色
良女子
ナデ 卒朴

・ ノ′、

き
E

痕艮 .糸三振
A

脚月スリ

l mー人 の小磯

38 丸
、

4ュ
{長
灰大ノ (凸面 )一部テ等黄色 ナデ rr 痕 ・紐痕 B

l mー人 の小磯

39 丸 41 王 ナプや 痕 .莱浄痛

40 丸 41 b音 ・灰色 ・白灰色 ナデ 布目張 ・才サエ痕 B
41 丸 41

′コ 色 ナデ 布目痕 B

42 丸 41 灰火ノ'コ」 白育子 ナ デo 布民痕 .冊痛 B

43 丸瓦 41 午調 k色 ナテ
、ー

B
44 丸瓦 41 j火 i ナデ 布目痕・紐痕 B

-163-



第12表 丸瓦観察表②

　　

　 　

　　

41
灰ォ
リ竺ラ色 一r 『 ●●- - ←←キー

　　　　　　　　 　　　　　　　
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

備 考

第13表 軒平瓦観察表

番号 種別 出土地点麦榊晶(伽〉墓誌
文様区 唐 草 万当面

備 考中′

文様
・師

線種聖霊)塾奇反転数線種 巻き 続性
‐葉の

「無
二面の
疎り

94 軒平瓦 41 14,4 2.9 一葉 細 ,0~ 1,3 2 湖 強 続 無 有
95 申半凡 41 11.5 2,9 ー栗

m山山
5~ 1.4 2 糸田 雪英 茎喪 無 有

% 軒平瓦 41 11.4 2,9 華
一国山=
6~ 1,4 2 糸田 強 蒋 鉦 有

97 軒半凡 41 13,I 2.8 }集 細 0~ 1,3 2 m山山 強 槻 無 有
98 晴子丸 41 10,8 2.9 - 55 7~ 1,4 2 弓蛮 続 鉦 有
99 軒平瓦 41 8.I 2,9 -葦 細 0~ 1.4 2 細 強 翫 無 有
00 軒半凡 41 12,5 3.0 華 細 1~ 1,4 2 蒔田 強 薪 無 有

′ 、
01 汁平凡 41 13,0 3.2 柴 細 3~ 1,5 2 細 弓戴 ±{だ小だ長沙し 毎 有 凸面)布目痕
02 軒平瓦 41 11,3 2,9 一葉 糸田 7~ 1,4 2 細 弓虫 続 鉦 有
03車門敬 41 7,8 3,1 -葉 糸田 4~ 1,4 2 細 懲 編 無 有
04 平瓦 41 7,0

・

ニ葉 細 0~ 1,4 細 強 続 無 有
105 門Z瓦 41 10,6 2.8 - 4 9~ 1.4 2 糸田 づ薫 連続 無 右
106 十半瓦 41 9,5 3,I ー 0 7~ 1,4 2 細 強 連続 無 有
107 干平瓦 41 8,7 2,8 ,1~ 1,4 t 細 弓蚕 r- 無 有
108 41 8.2 3.0 2~ 1.5 2 細 弓蛮 車粁 無 有

′、 “ハー1ハ▲

109 ド1・c 4.I 8,5 3,3 つ
ム 1.6 1十▲ 細 感 無 鐙 半げ馴こ鉄化現象

110 干平瓦 41 12,I 4,8 二葉 大 7~ 2,8 2 太 強 連続し 右 有
111 門Z瓦 41 7,9 4.3 二葉 大 6~ 2,8 大 弓蛮 有 右
112 軒平瓦 41 12,3 4.9

、

9,0~ 3.0 2 大 蛍 蓮キ; 有 有
113 軒平瓦 4.I 10.4 4,5 7 8~ 2,8 2 大 強 連続 有 右
114 軒半札 41 10,3 4,6 7,4~ 2,8 2 大 強 士一瞥 有
115 軒平瓦 41 8.9 4.5

ト

而 5,8~ 2,8 2 えに弓蚕 遅続 鉦

116 竹子 41 16.7 4,6 二葉 太 4.メト 2,8 2 大 強 連続 有 有
11 計半 41 8,5 4,8 6,4~ 2,9 2 大 弓蛮 た、虚月三′ソし 無 右
u 軒平瓦 41 10,9 4.5

n,3~
2,7 “ 大 : 無

li 軒平瓦 43 24,3 3.8 三葉 細 16,0 2.2 3 細 強 不連 無 右 珠文1個
12 軒平瓦 43 13.5 4,3 三葉 細 8.2~ 2,4 3 薄田 強 イ・連 無 材次 1個

ュ2 軒平瓦 41 R rZ 3,5 三葉 細 9,6~ 2,0 I 細 写蛮 無 右 殊え1個
12 軒半凡 41 10,2 三葉 田 0,2~ 2.2 I 田 強 無
12 軒平瓦 43 13.3 :華 …鵬山 94 3 田 強 不連 盤 右
12 軒半凡 41 9,7 3,9

、

5,0~ 2,2 2 田 強 、起 無 有
12 財半凡 41 11・0 4,2 5,9~ 2,3 3 糸田 臓 、魁 無 脅
12 軒平瓦 43 lo 3.8 0・7~ 2.I 3 細 弓車 小匙 鉦 有
12 軒半凡 41 10 4,I r ; 0,′~ 2,3 3 細 弓蚕 不連 無 右 . ≧ 立霜ふ
12 軒平瓦 41 17 4,4 三葉 細 4 つ~ 2,7 3 細 雲 ＼建 無 有 珠又1個・「大」の字1部分

12 軒平瓦 41 17 4.I 三葉 細 13,6~ 2.o 3 細 強 不連 無 右±ネメ1個.「大ムノメ様
13 軒半凡 41 14 3,8 「柴 細 10・0~ 2,6 3 薄田 強 不逮 紐 有 珠メ1個・「大」リメ様

13 軒平瓦 41 16 4,2 ≧蔓 細 12,4~ 2,5 3 細 ぢ董 不た 無 右 坤又1個・「大」リノ対求
13 軒平瓦 41 9.9 3.9

“●"
細 9,9~ 2,7 2,5 細 強 不] 無 有 珠文1個・「大」の対豪

13 軒平瓦 41 13 6 ー 細
・

2.5 3 慈田 強 不1 無 有 珠又張 1イ固・「大」の対象
13 軒平瓦 41 8,5 4,0

′・

4.0~ 2,6 I 細 弓雲 無 有
一博1

13 軒平凡 43 13 3,9 三葉 細 9,7~ 2,5 3 細 強 不 無 有 珠え痕1個43 13.1 3.9 三葉 細 9,7~ 2.5 3

残存ヰ晶高さ
(伽〉 (伽)

備 考
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第20表 鉄砲玉観察表①

番号 種 別 径 (cm) 重さ(g) 材 質 ": ′& 占 備 考
I 鉛弾 1.20 10.860 鉛 26 玉目三匁玉

2

、′ロ
△バコ巣′
虫ロン『; 1.20 10.785 鉛 26 玉目三匁玉

3
虫ロン『;
人汀「"′
、]J「r 1.20 9.107 鉛 28 玉目 匁玉

4
、]J「r
ハバコ・“
}H J「 1.20 9.933 鉛 28 玉目 一 /幻下

5 金八己鞍 1.20 9.305 鉛 30 玉目)三匁玉
G=
V
一
ワ
ー
ミ
ノ

鉛弾
鉛弾

1.20

1.20

1.20

10.009

10.4.72

10.730

鉛一
鉛-
鉛

2
8
一3
7
榊
好

玉目)三匁土
玉目)三匁玉
玉目)三匁玉

9 鉛弾 1.25 10.211 鉛 26 玉目)三匁玉

0 鉛弾 1.25 8.923 鉛 26 玉目)ゴ匁雫

I

、′P
^〆“'い
,L‘」→÷ 1.25 10.476 鉛 28 玉目)三匁玉

2 鉛弾 1.25 10.237 鉛 28 玉目)三匁主

3
、′口

金八己※ 1.25 10.179 鉛 36 玉目)三匁玉

14
^“「"′
'"ノ÷lr÷ 1.25 10.183 鉛 46 玉日)三匁玉

郎
-1
6
獅1
7

金谷弾
鉛弾

1.25

1.25
1 つ

10.648

10.811

11.030

鉛一
鉛一
鉛

4
7
一4
7
r4
9

玉目)三匁土
玉目)三匁玉
玉目)三匁玉

8
'′] ノ▲.
全八2滋′
′H JT 1.30 11.425 鉛 26 玉目); 匁弄っT工

9
′H JT
Pバコ・′
学EiJf 1.30 12.889 鉛 26 玉目)三匁五分]

20 鉛弾 1.30 10,804 鉛 30 (玉目)三匁五分玉

21
、口
バコ、′
メロ〕〒 1.30 11.539 鉛 31 (玉日)三匁石膏玉

22
メロ〕『F
人汀ん〔、′
、髪]ノ→ド 1.30 12.314 鉛 32 (玉目)三匁五分玉

23
、髪]ノ→ド
ハバコ、′
ンH J 1 1.30 12.184 鉛 32 (玉目)三塊 (" 工

24
ンH J 1
金八己砧′L.J 1.30 12.934 鉛 39 (玉目)三匁五;)工

2
5
一2
6
一2
7

鉛弾
鉛弾

1.30

1.30

1.35

8.752

12.343

13.063

鉛一
鉛-
鉛

翌
4
9
榊3
3

(玉日)三匁五分玉
(玉目)三匁五分玉
(玉目)四匁玉

28 鉛弾 1.35 12.893 鉛 39 (玉日)四匁玉

29 鉛弾 1.40 11.639 鉛 33 (玉目)加匁市“土

30
、′臼
人′'」・
鯖]Jす 1.40 13.564 鉛 38 (玉目)四匁五分玉

31
鯖]Jす
人貢コ・、′
杢ロフ『三 1.50 16.9た契 鉛 26 (玉目)者側市 ,賓土

32
杢ロフ
ムバ;1
′" ′
′

1.50 16.937 鉛 31 (玉目)五匁市外工

33
ニニ′

1.50 6.041 鉄 47 (玉目)五匁五分玉

一
諜
柵
訣

鉛弓毒
金罰≧モ 1.55

1.55

1.60

21.287

12.274

19.248

鉛
内部鉄
鉛

48
44
32

(玉目)人浄土
(玉目)六匁玉
(玉目)七匁玉

3 饗、… 1.60 20.741 鉛 49 (玉目)+ 匁雫

3 =… 1.85 34.069 泰 46 (玉目)十匁玉

3 鉛ぢ 1.40 11.589 鉛 26

4 鉛弓手 ュ.4〇 8.003 鉛 26

4
・ロフ

I
M 「′ 1.20 9.132 鉛 26

42 y]r 1.25 10.795 鉛 26

4
せ;

3 ′… 1.65 16.706 鉛 26

44
′日′
人バー・′
半']ノr 1.35 11.284 鉛 26

4
一
4
ー
4

全部車
鉛弾

1.65

1.20

1.40

11.817

7.445

8.454

鉛
鉛
鉛

26
27
28

4 歩合J甲 1・70 16.型19 鉛 3ュ

4
、'ロJ

9
-1 ′ 1.50 10.928 鉛 31

50 夕。Jギ 1・lo 5.675 鉛 31

51

少口J‐T二

I
M 「′ 1,50 9.873 鉛 31

5
半ロ」千

2 1.80 15.639 鉛 31

5
半]J r

r ハバコ・M
‐‐ ′"ノT 1.40 1n QG‐2 鉛 31

5
‐‐ ′"ノT

人“→・′
ご ]」‐ 1.45 9.589 鉛 32

5
雨5
-5

鉛弾
鉛弾

1.40

1.60

1.45

11.597

9.174

13.018

鉛
歩合
鉛

32
33
39

5 鉛弾 1.40 11・117 鉛 39

5
、'ロ

9 1.40 8.681 鉛 47

6 鉛弾 1.30 12.877 鉛 47

目 -1.20 10.860

10.785 鉛 26

1.20

第15表 メダイ観察表

琴 ,テ ギ 40 0,榊 ,o82 璽同 讐8
13 メダイ 1.80 1.20 .
メダイ 1.40 1.20 0.20

第16表 ロザリオの珠観察表

　
　
　
　

(
v
ハ
U
(
U

(
U

15 ロザリ才の珠 0.65
16 ロザリオの珠 0.5
17 ロザリオの珠 0.6

ラス
ラス

0.40 0.

ス 30
ス 2

ロ リオの珠 0.60

第17表 豆板銀観察表

1 豆板銀 1.38 1.05 0.
57 1.32 0.50 5.885

第18表 銭観察表

第19表 銅製品観察表

3 目貫 1.50 3.

-167-
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第21表 鉄砲玉観察表②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
番号 種 別

u.617
47 ÷キ十一- ÷÷-

鑓 闘 ,キ琵 ,岬 , 馨 ー斗 十 一 ---- ーコ,
　　 　　　　　　　　　　　 　 　　　 　 　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　
66零嘉 十2m 鎚踊 曇↓J≧鴻 - 〆 メ コ　　　　　　　 　　　　　　 　
68 鉛弾 30.486 ー 鉛 ー 26 t ÷+-- ÷+-- 一÷÷「

4.20　　 　　　　　　 　 　　 　 　　　　　70 鉛弾 昌三参8 ㈱ 茎合 26 →

　　　　　 　 　　　 　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　76 , 歩合単 ー ー・65 3.415
r

26 r十一 L

　　　　　　　　　 　　 　
　
　　

　　　　　　　　　　　　　　 　
83

鉛 弾 2.65 4.516 ,
●
,

31
一 -- 十一÷十一÷」

　　　　　　　　 　　　 　 　 　
　 　 　　　 　　　 　　 　 　　 　 　　
ー琶計 器墨 参篭 5.筒 鉛 36 -
89 鉛弾 1.95 6.058 鉛 37 r』÷÷」

　　　　　 　　　　　　 　 　　 　
Lg1 麗 2..。 裾野 L 鷺 L喜;

+
「「

　　　　　　　　　　　 　 　 　
　
　

96 鉛弾 2.60 鉛 37 一-- 「
97 鉛 弾 2.40 18‐447 .

37
÷÷-÷キー÷*÷÷」

98審墓 参葺8 i誓幾日 茎善 37 L →

102 鈴弾 め・467 鉛 39 ←十一-「

LI05L 鉛弾 1.70 19.254 鉛 「」斗
揮 F. 」「「『 十 馴

●
L 鉛 , 曇2

　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　 　
　　 　 　 　　　 　　

　　
　　　 　　　　　

m 鉛馨 曇gB 港当量 養 42 「
ず

; コ2,30 19・125 , ←-- ←十一÷÷÷「

115 鉛弾 2.85 7.972 鉛

ノく●●●●.

,.・く{.

図 版

第22表 鉛製品観察表
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--′-髪翌携-納 ‐,ミメ
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図版12 キリシタン関係遺物② 図版13 キリシタン関係遺物③
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図版14 貿易磁器①

図版15 貿易磁器②
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図版18 貿易磁器⑤ 図版19 貿易磁器⑥
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図版20 貿易磁器⑦ 図版21 貿易磁器⑧
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図版22 貿易磁器⑨

図版23 貿易磁器⑩
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図版24 貿易磁器⑪

図版25 貿易陶器
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図版28 国産陶器①

図版29 国産陶器②
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図版30 国産陶器③

図版31 国産陶器④
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図版32 国産陶器⑤
図版33 国産陶器⑥
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図版35 国産陶器⑧図版34 国産陶器⑦
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図版36 国産陶器⑨
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図版38 国産陶器⑰ 図版39 国産陶器⑫
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図版40 国産陶器⑩

図版41 国産陶器⑭

了28

138 139

T30

140 141

i32

142 143

734

144 145

736

146 147
~210-

-211-



6
7

弱

↑, .1 ;1 .."
ムー."‐ 1 f ‐ま」ぷ」

さ
.
-
-・
◆

も

,
ー
′
ば

・り

,
▲
,.

二

　

　

　
　

　
　　　
　

'
=
三
嶋

な
,
ノ
ぷ

聾
.
三
.
キ
ー

　
　　
　

　
　
　

ー
ヒ
‘

1 3

166

-213-

6
2

1

1

科

　
　
　
　
　
　

　

′.
・

58

　
　　　
　

,
(
キ
ー
,,
ーー
f
′

　　
　
　

--滞
納一
緒

　

　　　

ゆ
一.
・◆ー

-
.
・
d

‐「
,

′fJ-

・ト1.

14
9

15
1

＼
》

弱

55

　
　
　　　
　

　

15
7

戦闘
‐

-

1・ハ

、
、

一-212-12

15
6

4
8

5
0

5
4

　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　

距
細
野
-

て
三
*

　
　
　
　　
　

　
　

　　
　
　

　
　

続き
　　　　 　　　

t
、

ト“
↑、
、-,
.[一
・tt.F
一

　
　
　
　
　

-届い

-
趣

図版42 国産陶器⑮ 図版43 国産陶器⑯

r‐
▼-′-
ーーー



図版44 軒 丸 瓦 蓄 図版45 丸 瓦①
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図版46 丸 瓦②
図版47 丸 瓦③
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図版48 丸 瓦④ 図版49 丸 瓦⑤
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瓦⑥図版50 丸 図版51 丸 瓦⑦
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図版52 丸 瓦⑥
図版53 丸 瓦⑨
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図版54 丸 瓦⑩ 図版55 軒 平 瓦①
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図版56 軒 平 瓦② : 図版57 軒 平 瓦③
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図版58 軒 平 瓦④ 図版59 軒 平 瓦⑤
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図版60 軒平瓦⑥/平瓦① 図版61 平瓦②/装飾瓦
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図版64 鉛 玉③ 図版65 鉛 玉④
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図版67 豆板銀/銭/指輪/ 目貫/鉛製品図版66 鉛 玉⑤
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ふ りがな ふりがな コ ー ド 北緯 東経 調査期間
調査面積 調査原因

市町村 M= □
冨ヶ

よら じよう あと

原 城 跡
なが ささ げん

長 崎 県
みなみたか き ぐん

南高来郡
みなみあり ま ちょう

南有馬町

42-371 6 32037 ′30"

32037 ′36"

130015′18"

130015′27"

19960911

19961215

19970909

19971226

19980924

19981219

19991106

19991222

350m2

470ボ

400m2

400可

午細り調査

学術調査

学術調査

学術調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

原 城 跡 城 跡 中 ・近世 櫓台石垣
破却石垣
土坑

・キリシタン関係

十字架, メダイ

ロザリオの珠

,陶磁器

貿易陶磁器
国産陶磁器
・瓦

軒丸 , 軒平 ,

丸瓦,装飾瓦

.貨幣

豆板銀 ,銭貨

.鉄砲玉
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